
第１回 胡屋地区交通結節点整備検討委員会 

 

日時：令和 6 年 10 月 24 日（木） 

   10：00～11：30 

場所：沖縄アリーナ５F ラウンジ 

 

議事次第 

 

１． 開会 

 

２． 「胡屋地区交通結節点整備検討委員会」設置について 

・「胡屋地区交通結節点整備検討委員会」の設置 

・規約 

・委員名簿 

 

３． 議事 

・沖縄市における取り組み状況 

・沖縄県における取り組み状況 

・バスタプロジェクトについて 

・本検討会の目的・位置づけ 

・対象地域の現状と課題 

・交通の現状と課題 

・対象地域のポテンシャル 

・課題・ポテンシャルを踏まえた目指すべき方向性 

・今後の進め方 

 

４． 閉会 

 

 

（配布資料） 

・座席表 

・資料１   「胡屋地区交通結節点整備検討委員会」の設置 

・資料２   胡屋地区交通結節点整備検討委員会規約（案） 

・資料３   胡屋地区交通結節点整備検討委員会委員名簿 

・資料４－１ 沖縄市交通拠点まちづくりの検討について 

・資料４－２ 基幹バスシステムの概要について 

・資料４－３ 議事資料 

・資料４－４ 参考資料(アンケート質問) 



日時：令和６年１０月２４日（木）10：00～11：30

場所：沖縄アリーナ5Fラウンジ
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令和６年 10 月 24 日 

 

沖縄市 

沖縄県 

内閣府沖縄総合事務局 

南部国道事務所 

 

「胡屋地区交通結節点整備検討委員会」の設置 

 

（設置趣意（案）） 

沖縄市では、まちなかの回遊性を高め、都市間の交流を促進し、中心市街地の活性化、

公共交通の利用促進、中部圏域の振興に資する交通拠点の形成を図ることを目的に、令

和６年６月に「沖縄市交通拠点整備基本構想」を策定している。また沖縄県では、マイ

カーに依存しなくても、安心・快適で活力ある沖縄を築く交通社会の実現を目指し、令

和６年５月に「沖縄県地域公共交通計画」を策定している。 

「沖縄市交通拠点整備基本構想」及び「沖縄県地域公共交通計画」において、目標達

成のために位置付けられている胡屋・中央地区の交通結節点について、交通モード間の

連携強化及びまちづくりと一体となった交通結節点整備の具体化を図ることとしてい

る。また、交通結節点整備の実現に向けて、国のバスタプロジェクトによる整備の可能

性を含め、交通拠点まちづくりの主体である沖縄市と、公共交通計画の主体である沖縄

県及び胡屋・中央地区に位置する国道３３０号の道路管理者である南部国道事務所との

協議・調整を行いながら、段階的に検討を深めていくこととしている。 

今後、関係者とともに専門的・学術的見地から幅広い意見交換を行い、胡屋・中央地

区におけるまちづくりと一体となった交通結節点の事業計画のとりまとめに向けて検

討を進め、導入する機能の具体化を図ることを目的として、本委員会を設置するものと

する。 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

 

胡屋地区交通結節点整備検討委員会 

規約（案） 

 

（名称） 

第１条 本会は、「胡屋地区交通結節点整備検討委員会」（以下、「委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 委員会は、沖縄市交通拠点整備基本構想や沖縄県地域公共交通計画等を踏

まえ、「胡屋地区交通結節点整備方針」及び「胡屋地区交通結節点整備事業

計画」策定に向け、計画の具体化を図ることを目的とする。 

（検討事項） 

第３条 委員会は、第２条の目的を達成するため、以下の事項について検討を行う。 

（１） 整備方針に係る検討 

（２） 事業計画に係る検討 

（３） その他、第２条の目的を達成するために必要な事項 

（組織） 

第４条 委員会は、第２条の目的を達成するため、有識者、交通関係者、商業等事業

者、各行政機関をもって組織し、構成は別紙のとおりとする。 

２ 有識者、交通関係者、商業等事業者、各行政機関の追加・変更は、委員会

の承認を得るものとする。 

３ 任期は、事業計画の策定が完了するまでとする。 

４ 交通関係者、商業等事業者、各行政機関関係者において、やむを得ない事

情により委員会に出席できないときは、代理者を出席させることができる。 

（委員会の成立条件） 

第５条 委員会は有識者のうち原則２名以上の出席がなければ開催することができ

ない。ただし、やむを得ず２名以上有識者の出席ができない場合は、有識者

の了承を得た上、事前説明を行うことを以て委員会の成立とみなすことが

できる。 

 

 

資料２ 



 

（委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、有識者である委員がこれを務める。 

２ 委員長に事故等があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職

務を代理する。 

３ 委員長は、必要があると認めたとき、委員会に構成員以外の者の出席を求

め、その意見を聞くことができる。 

 

（委員会の運営） 

第７条 委員会は、第３条に規定する事項を検討するため、必要に応じ、事務局が招

集する。 

２ 委員会は、運営にあたり必要な資料等を委員に求めることができる。 

（守秘義務） 

第８条 各委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはな

らない。また、その職を退いた後も同様とする。 

（委員会の公開について） 

第９条 本委員会の検討は原則公開で行うものとする。なお、非公開とする必要があ

る場合には、委員会の承認をもって行うものとする。 

（規約の変更） 

第１０条 本規約の改正等は、出席委員の過半数以上の賛同をもって行うことがで

きるものとする。 

（事務局） 

第１１条 委員会の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

事務局は、沖縄市建設部都市整備室、沖縄県企画部交通政策課、内閣府沖

縄総合事務局南部国道事務所調査第一課に置くものとする。 

（雑則） 

第１２条 本規約に定めるものの他、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会にお

いて別に定める。 

附則 

（施行期日） 

この規約は、令和６年１０月２４日から施行する。 



 

 

 

胡屋地区交通結節点整備検討委員会 

委員名簿（順不同） 

 

有識者 琉球大学工学部工学科 社会基盤デザインコース 准

教授 

神谷 大介 

琉球大学 名誉教授 池田 孝之 

東京大学大学院工学系研究科（工学部）教授 羽藤 英二 

株式会社さびら 事業推進統括 石垣 綾音 

交通関係者 一般社団法人沖縄県バス協会 専務理事 慶田 佳春 
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東陽バス株式会社 運輸部長 比嘉 良尚 
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中部観光バス株式会社 代表取締役会長 島袋 隆 

一般社団法人沖縄県ハイヤー・タクシー協会  

専務理事 

大城 直人 

商業等事業者 沖縄商工会議所 中小企業振興部 部長 比嘉 正也 

行政 沖縄県警察本部 交通規制課 課長 伊集 守隆 

沖縄県沖縄警察署 地域交通官  仲本 健 

沖縄県 企画部 交通政策課 課長 平良 秀春 

沖縄県 土木建築部 道路街路課 課長 前武當 聡 

沖縄県 土木建築部 道路管理課 課長 奥間 正博 

沖縄県 土木建築部 都市計画・モノレール課 課長 下地 英輝 

沖縄市 総務部 部長 森山 雅人 

沖縄市 企画部 部長 知念 靖 

沖縄市 建設部 部長 仲村渠 清 

沖縄市 建設部 参事 川満 輝繁 

沖縄市 経済文化部 部長 花城 博文 

沖縄総合事務局 運輸部 企画室 室長 亀谷 匡哉 

沖縄総合事務局 開発建設部 企画調整官 関 信郎 

沖縄総合事務局 開発建設部 道路建設課 課長 具志堅 清一 

沖縄総合事務局 開発建設部 

建設産業・地方整備課 課長 

久場 兼治 

沖縄総合事務局 南部国道事務所 所長 宮川 英明 

 

オブザーバー 沖縄総合事務局 南部国道事務所 管理第二課  

交通対策 GL 

目取眞 正樹 

 

事務局 沖縄市 建設部 都市整備室 

沖縄県 企画部 交通政策課 

内閣府沖縄総合事務局 南部国道事務所 調査第一課 
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別紙 



沖縄市交通拠点まちづくりの
検討について

資料４-1

令和6年10月2４日（水）
沖縄市 建設部 都市整備室 都市交通担当
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R6.10.2 沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会資料より



これまでの背景・取組

年度
沖縄市の取組み

（国道330号沿道まちづくり）
沖縄県公共交通活性化推進協議会の取組み

（基幹バスシステムの導入等）
国のうごき （国道330号改良等）

H20

『那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市（・北中城村
※１）地域公共交通総合連携計画』の策定
► 基幹バスの交通結節点（沖縄市）は「コザにつ
いてはバスターミナルを形成」

H21
土地利用計画構想(案)の策定
（胡屋～コザ）

（沖総局）H22～コザ十字路交差点改良工事着
手

H23 壁画及び広場の実施設計（コザ）
『連携計画』の改定
► 基幹バスの交通結節点（沖縄市）は「コザ～胡
屋についてはリニアバスターミナルを形成」

H28

沿道まちづくりビジョン(案)の策定
（胡屋）
► 国道拡幅や交通モード（基幹バス～鉄軌道）
に応じた段階的なまちづくりをイメージ

『連携計画』の改定
►基幹バスの交通結節点（沖縄市）は「コザ～胡
屋についてはリニアバスターミナルを形成」

（沖総局）胡屋北交差点改良に係る都市計画決
定（都計道3・4・1国道330号）

R1 
まちづくり会社設立支援、拠点施設（広場）等の
検討（胡屋）

R2 地区計画等の検討（胡屋）
本市の沿道まちづくりと連携した交通結節点
の重要性を確認 →沖縄市としては「胡屋」

改正道路法（R2.11施行）
► 民間と連携した新たな交通結節点づくりの推
進など

R3
交通・回遊機能等の検討（胡屋）
► リニアバスターミナルを見直し、胡屋とコザで
機能分担を図る

『連携計画』の改定
► 基幹バスの交通結節点（沖縄市）は「沖縄市の
国道330号胡屋地区沿道まちづくりt連携した
交通結節点を形成」

『交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライ
ン』発出（R3.4）

R4
沖縄市交通拠点整備基本構想検討委員会
► 本構想の検討（胡屋）
沖縄市総合交通戦略を見直し

【沖総局】
胡屋・中央地区の交通拠点に関する調査を実
施

R5
第二期沖縄市総合交通戦略を策定
第三期沖縄市中心市街地活性化基本計画を策
定

R6
基本構想策定（基本構想R6年6月）

沖縄県地域公共交通計画策定（R6.5）
【沖総局】
「交通拠点の機能強化に関する整備方針の検
討」へ進展沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会

（仮称）胡屋地区交通結節点整備検討委員会（市・県・国）
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本検討委員会の位置付け

• 沖縄市では、交通拠点やバス路線網の議論を行っている国や県と連携しながら、
胡屋・中央地区バスタと連携した周辺まちづくりについて検討を行う。

沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会

【主な役割】 
・胡屋・中央地区バスタと連携した交通拠点まちづくりの検討

【事務局】
・沖縄市

（仮称）胡屋地区交通結節点整備検討委員会

【主な役割】 
・全体取りまとめ・総括
・各検討会での議論を踏まえた交通拠点に導⼊すべき
具体機能の検討

【事務局】
・沖縄市、沖縄県、沖総局南部国道事務所

沖縄県公共交通活性化推進協議会

【主な役割】 
・基幹バスシステムの導⼊、バスレーン

【事務局】
・沖縄県

連携 連携

連携

■（仮称）胡屋地区交通結節点整備検討委員会・公共交通活性化推進協議会との連携・役割分担
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令和６年度の取組内容

• 過年度では、関係者と連携、地域への合意形成や機運醸成を図り
ながら、沖縄市交通拠点整備基本構想を策定した。

• 令和６年度では、基本構想で位置付けた施策の実現に向けた検討
及び機運醸成を図りながら、沖縄市交通拠点まちづくり基本計画
（案）の検討を行う。

１）機運醸成及び合意形成手法の検討

２）基本構想の実現に向けた方面別取組の検討

３）ウォーカブルエリアの実現に向けた検討

４）連携施策の検討

５）沖縄市交通拠点まちづくり基本計画（案）の作成
4



令和６年度の取組内容

① 機運醸成及び合意形成手法の検討
• 基本計画（案）の検討にあたり、地域意向の把握、地権者との合意形成、関係者

等の機運醸成等を目的として当該地域に適した手法の検討を行う。

② 関連する取り組みの実施
• ①の検討結果を踏まえ、講演会やイベント等を通して、公民学の連携や組織構築

につながる取組を実施する。

１）機運醸成及び合意形成手法の検討

■イベントに合わせた周知活動 ■講演会による機運醸成

5



令和６年度の取組内容

• 基本計画（案）の検討にあたり、基本構想で位置付けた方面別の取組案について、
概算、補助活用、スケジュールの可能性、役割分担等より具体的な検討を行う。

２）基本構想の実現に向けた方面別取組の検討

■検討イメージ

基幹バス

1000m1500m2000m 500m

沖縄アリーナ

沖縄南IC

胡屋・中央地区バスターミナル

中の町小学校

コザミュージックタウン

観光バス・高速バスとの連携

0m 500m250m

スポーツを楽しみ、盛り上げる環境の
創出
【具体的な取組案】
・スポーツイベント等
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり 等

至那覇市

至うるま市

立体駐車場

レフ沖縄アリーナ

中の町自治会

アクセス機能の向上
【具体的な取組案】
・シャトルバス乗り場整備
・タクシー乗り場整備
・       等ポート整備
・バス停の整備 等

まちの個性を生かしたにぎわいの創出
【具体的な取組案】
・宿泊施設の誘致
・商店街への誘客や交流促進
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・昼の賑わい創出（販売店（日用品）、飲食店（カフェ））
・駐車場の整備、更新、連携 等

歩行者を中心とした
回遊ルート
【具体的な取組案】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・ベンチ等小休憩場所の整備 等

歩行者・多様な移動手段を
中心とした回遊ルート
【具体的な取組案】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・自転車等の走行空間整備

安心して暮らせる
場所の創出
【具体的な取組案】
・区画整理事業
・生活道路対策 等

循環バス・シャトルバスとの連携

アクセス機能の向上
【具体的な取組案】
・       等ポート整備
・バス停の整備 等

安心して暮らせる
場所の創出
【具体的な取組案】
・生活道路対策 等アクセス機能の向上

【具体的な取組案】
・タクシー乗り場整備
・       等ポート整備 等

アクセス機能の向上
【具体的な取組案】
・       等ポート整備 等

アクセス機能の向上
【具体的な取組案】
・タクシー乗り場整備
・       等ポート整備
・バス停の整備 等

アクセス機能の向上
【具体的な取組案】
・モビリティハブの設置
・       等ポート整備 等

拠点

整備予定の拠点

公園等（休憩施設）

①沖縄アリーナ方面
１．スポーツを楽しみ、盛り上げる環境の創出
２．まちの個性（商業・文化・歴史）を活かしたにぎわいの創出
３．安心して暮らせる環境の創出

• 沖縄アリーナ方面における3つの基本方針を基に、バスターミナルと街を結ぶための、具体的な取組案（まち
づくり、回遊性向上）を整理しました。

基本構想 ①沖縄アリーナ方面

具
体
的
な
取
組(

案)

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

概
算

補
助

役
割
分
担

歩きやすい、歩
いて楽しい道路
空間づくり

R〇 ・・・ 〇 行政

シェアサイクル等
ポート整備

R〇 ・・・ × 企業

区画整理事業 R〇 ・・・ 〇 行政

・・・ R〇 ・・・ 〇 民間

出典：沖縄市交通拠点整備基本構想 6



令和６年度の取組内容

ウォーカブル推進計画（案）の検討
• 基本構想で設定したウォーカブルエリアに関して、ウォーカブルな環境づくりを

推進するための理念や目標、エリアの考え方を整理するとともに、ウォーカブル
エリアの実現につながる実証実験を実施し、その効果も踏まえ、胡屋・中央地区
バスタとの連携を考慮した推進計画（案）の検討を行う。

３）ウォーカブルエリアの実現に向けた検討

■ウォーカブルエリアイメージ

出典：WALKABLE PORTALサイト（国土交通省HP）

■島根県出雲市（神戸通り）
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令和６年度の取組内容

【市・県・国の取り組み】
• 胡屋・中央地区の交通結節点整備計画の検討
【市の取り組み】
• まちづくり関連施策や交通関連施策（バス網再編に必要な機能等）の検討

４）連携施策の検討

■基本構想に位置付けられた連携施策（案）

市・県・国の取り組み

市の取り組み

8



令和６年度の取組内容

４）連携施策の検討

■胡屋・中央地区交通結節点整備

• 広場空間の必要性について検討を予定。

出典：中央通り再編関係者調整会議資料（四日市市）

9



令和６年度の取組内容

４）連携施策の検討
■まちなか交流拠点創出に向けた検討

■循環バスの検討

• 市循環バスの再編イメージの検討に向けて、ビッグデータ（人流プローブ等）や、国勢調査
データ（夜間人口）等を活用し、効率的な市内のバス網イメージの検討を予定。

• 胡屋・中央地区バスターミナルを地域に根ざした拠点として
いくため、地域の歴史・文化等、沖縄市らしさを持つまちなか
交流拠点のデザイン検討を行う。拠点の検討にあたっては、
検討部会等を設置し具体検討を進める。

愛媛県松山市アーバンデザインセンター
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令和６年度の取組内容

• これまでの検討内容や１）～４）での検討結果を踏まえて、（仮称）沖縄市交通拠
点まちづくり基本計画（案）としてとりまとめる。

５）交通拠点まちづくり基本計画（案）の作成

今後のスケジュール（案）

検討項目
令和6年 令和7年 備考

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（１）機運醸成及び合意形成手法の検討

（２）基本構想の実現に向けた方面別取組の検討

（３）ウォーカブルエリアの実現に向けた検討

（４）連携施策の検討

（５）交通拠点まちづくり基本計画（案）の作成

（６）検討委員会の開催

（７）庁内連絡会の開催

（８）検討部会

地域、地権者を対象とした説明会＆WS

講演会等

準備 ★周知

準備 ★周知

実証実験の実施検討・準備 周知

市社会実験

推進計画の検討

★

★

★

★

★ ★
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実験名称 胡屋・中央地区交通拠点における賑わい創出の社会実験

※内容については、検討委員会に諮り、最終決定しますので、内容が変更になる可能性があります。

●イベントのある週末に、本地区に「仮想バスタ」を設定し、隣接する中央
パークアベニューを歩行者専用の道路空間とし、中央パークアベニュー、
国管理の国道330号をはじめ、本地区周辺における人流データを取得し、
にぎわい創出（集客、滞留等）や回遊性を分析・検証する。

●アリーナと本地区を無料シャトルバスで、また、夜間バス乗り場を用意
し、高速道路経由で那覇のモノレール駅を無料バスで結び、公共交通の
利用促進を図る。
●公共交通の利用促進および市内の回遊を促進するため、バス利用者
に対して企画イベント（クーポンの配布等）を併せて実施する。来場者等
に対しては、アンケート等を実施。

課 題

●沖縄市胡屋中央地区（以下本地区）は、市にお
ける再開発とともに、国においてバスタが計画さ
れており、調査を進めているところ。
●本地区は、多くの路線バスとコミュバスがあるも
のの、結節が悪く利便性に課題があり、公共交通
利用が少ない状況。
●また市内の周辺エリアには、沖縄アリーナをは
じめとする周辺の施設において、様々なイベント
が開催されているが、公共交通の利用が少なく、
交通渋滞が課題。
●本地区の中央パークアベニューは現在道路の
拡幅計画があり、賑わいの形成は地域住民の意
見を反映した形で事業を進める必要がある

●本地区を訪れる人がどういった回遊行動や対
流を示すかを評価分析し、それに応じたまちづくり
と一体となったバスタ計画（施設配置等）を立案。

●本地区で検討しているバスタの構想として、本
地区に隣接する賑わいを創出する中央パークア
ベニューへの立ち寄りを促すため、本地区とア
リーナ地区との結節を高め、利便性向上を図り、
移動手段を確保する。

●上記を踏まえ、中央パークアベニューの道路計
画に際して、WISENETにも記載のある道路空間
の再配分を実現する

解決策

実施内容

沖縄市役所 建設部 都市交通担当

12



現状と課題～

地図出典:Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved 

BCコザ

沖縄南IC

那覇方面

沖縄
アリーナ

コザ・
ミュージック
タウン

胡屋バス停

胡屋・中央

交通手段
・市循環バスや試合時のシャト

ルバスがあるものの、結節が悪
く利便性に難あり 交通手段

・夜9時台に最終バスが出てしま
うため、バスで帰ることが出来
ない

交通手段
・公共交通での来訪が少なく、

渋滞が発生

道路空間
・現在道路の拡幅計画があり、

賑わいの形成は地域住民の
意見を反映した形で事業を
進める必要
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支援策と拠点の位置関係～

地図出典:Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved 

交通手段確保③
・胡屋・中央地区周辺及び周

辺施設にシェアサイクルポート
を設置

BCコザ

沖縄南IC

那覇方面

交通手段確保①
(胡屋－那覇)

・ 胡屋地区－那覇方面の
夜間高速バスを運行

交通手段確保②
(胡屋－アリーナ)

・ 胡屋地区－沖縄アリーナ間の
移動手段の拡充

（シャトルバス運行、シェアサイク
ルポートの設置）

胡屋・中央地区の
賑わい創出（ミニバスタ）

・ 歩行者専用の道路空間の確保
・ 胡屋・中央地区にある商店街の通

り会などの協力のもとイベントや情報
提供の実施

沖縄
アリーナ

シェアサイクルポート

⇒利用を促す方策
⇒利用を促す方策

コザ・
ミュージック
タウン

胡屋バス停

胡屋・中央

⇒利用を促す方策

⇒効果を高める方策
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沖縄アリーナ
胡屋バス停

那覇空港

凡例

：シャトルバス

：夜間バス

：沖縄都市
モノレール

：沖縄市
胡屋・中央地区

古島駅前バス停

約25分

社会実験実施地域の位置関係（沖縄県中南部）
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社会実験実施地域の位置関係（実施メニュー）

シェアサイクルポート

16



実証実験における取り組み～

実験メニュー
（調査メニュー）

手法 検証項目
（調査項目）

検証方法
（調査方法）

評価基準・目標値

胡屋地区周辺にお
ける賑わい創出

イベント
実施

歩行者量の変化 ※
歩行者交通量調査
(主要2～3断面)

• 平常時と比べ、中心地の歩行
者交通量が増加

自動車交通状況の変化 ※ プローブデータ分析 • 基礎情報として把握

アリーナ等施設利用者の胡屋地
区周遊割合 ※

人流データ分析 • 平常時に比べ、胡屋地区への
立ち寄り割合の増加

胡屋地区来訪者の滞在時間 ※ 〃 • 平常時に比べ、胡屋地区での
滞在時間が増加

胡屋地区来訪者の満足度 来訪者アンケート • 「満足」、「やや満足」の回答者
が70％以上

イベント開催に合
わせたバスの運行

シャトル
バス

バス利用者数 乗降客数調査 • 基礎情報として把握

バス利用者割合
イベント来場者
アンケート

• バス利用者割合6%※1以上
• ※1第二期沖縄市総合交通戦
略における現況値

自動車から公共交通への転換 利用者アンケート
• バス利用者割合6%※1以上
• ※1第二期沖縄市総合交通戦
略における現況値

バスの満足度 利用者アンケート • 「満足」、「やや満足」の回答者
が70％以上

シェアサイクル
ポートの設置

レンタ
サイクル

シェアサイクル利用者の満足度 利用者アンケート • 「満足」、「やや満足」の回答者
が70％以上

※南部国道事務所協力での実施。
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内容 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月～

社会実験全体スケジュール(案)

①交通手段確保
(胡屋～那覇)

胡屋バス停からモノ
レール古島駅まで運
行

②交通手段確保
(胡屋～アリーナ)

胡屋バス停行のシャ
トルバスの運行

シェアサイクルポー
トの設置

③胡屋地区の
賑わい創出

パークアベニューで
の歩行者専用利用

④情報提供・発信
社会実験の周知活動

社会実験モニター募
集

⑤利用を促す
インセンティブ創出

胡屋商店街利用時の
割引

夜間バスの運賃割引

事項に関するスケジュール～

事前調整

コンテンツ調整

実験内容
（案）の検討

検
討
委
員
会

情報発信

事業者協議 詳細決定 情報発信

関係機関
協議

詳細決定 情報発信

※取り組みの中身に関わることは、事前情報発信までに

事業者調整

周知
方法
検討

情報発信（HP,SNS）

情報発信
（HP,SNS）

事業者

協議

関係者

協議

情報発信
（HP,SNS）

事業者調整
運行計
画作成

関係者協
議

運行計
画作成

関係者協
議

ポート
設置

シャアサイクリングポート
継続的設置

関係機関協議
イベント内容協議

イベント
準備

情報発信

社会実験
結果整理
考察

周知活動
関係者
協議

広報
準備

モニター
募集

周知
活動

モニター
方法
検討

関係者
協議

モニター活動

インセンティブ実施

インセンティブ実施

社会実験

社会実験

社会実験

社会実験
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基幹バスシステムの概要について

沖縄県 企画部 交通政策課
　　令和６年10月24日　　

miki.kinjou2
テキストボックス

資料４－２



2

◆需要密度が高い南北都市軸上を中心に基幹バス網を配置し、わかりやすいバスを目指す。

・国道58号、国道330号、国道329号など、都市圏の骨格的な交通軸３方向に導入
・基幹バス網は、シンプルでわかりやすくする

◆基幹バス網では、高い輸送力、走行性、快適性を備えた軌道系交通システム並のグレードを備えたバスシステムを目指す。

・運行頻度は需要規模を踏まえつつ、運行時刻を気にすることなく利用できる水準を目標
・必要に応じて急行運行の導入により、モビリティの向上を図る
・専用走行空間等による定時性と方面別カラーリングなどにより、シンプルで且つ斬新な車両等によるシンボル性を持たせる

＜名古屋での基幹バス導入事例＞

＜専用走行空間確保のイメージ＞

○基幹バスシステム全体イメージ

出典：那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市・北中城村地域公共交通総合連携計画（H28）

○基本方針

基幹バスシステムの概要



4

○沖縄県の取組経緯

• 沖縄県では基幹バスシステム導入に平成19年度から取り組んでおり、これまでに、那覇～伊佐間にバスレーンが導入さ
れている。今後は、伊佐以北のバスレーン導入や沖縄市側の交通結節点整備に取り組む必要がある。

基幹バスシステムの概要（これまでの検討経緯）

R2～
5年度

令和２、３年度：新型コロナ流行への対応、連携計画の改定
（連携計画の位置づけ、基幹バスシステムの重要性、目標水準の設定）

令和４、５年度：胡屋バスタを含む結節点整備に向けた検討、西普天間地区への琉大病院移転への対応検討等
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R14年度～R13年度
(2031年度)

R12年度
(2030年度)

R11年度
(2029年度)

R10年度
(2028年度)

R9年度
(2027年度)

R8年度
(2026年度)

R7年度
(2025年度)

R6年度
(2024年度)

R5年度
(2023年度)

R4年度
(2022年度)

SDGsの目標

我が国の
カーボンニュートラルに向け
た削減目標と成長戦略

導 入 に 向 け た
広 報 活 動

基
幹
バ
ス
導
入
に
向
け
た
取
組(

ソ
フ
ト
事
業
）

伊
佐
以
北

バ
ス
レ
ー
ン
延
長

伊
佐
以
南

バスレーン延長の
効果検証

総合的な施策

バス網再編

浦添8車線拡幅事業

浦添北道路Ⅱ期線

西普天間まちづくり

（R7年度以降)
伊佐⇔久茂地終日バス専用レーン

勢理客⇒仲西
仲西⇒勢理客 安謝⇒天久

宜野湾北中城線 電線共同溝等事業

整備

※関係主体へ要確認

導入

※関係主体へ要確認

導入
導入

2030年度46％削減目標（運輸部門では35％の削減目標） 2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ

マイカーだけに頼らず移動できる社会の実現
まちづくりと連携した電動化・自動化によるCO2排出の少ない公共交通等の輸送システムの導入
地域公共交通の確保・維持、計画策定の促進

山里⇒伊佐の効果検証 胡屋⇒伊佐等の効果検証

山里⇒伊佐の重点広報 胡屋⇒山里の重点広報

供用時期

伊佐⇒胡屋島の重点広報

※関係主体へ要確認

2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、
全ての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する(ﾀｰｹﾞｯﾄ11.2)

牧港⇒大謝名

総合的な施策の検証・見直し、継続的な取組を推進総合的な施策の具体化と推進（一般交通の低減・分散、沿道安全対策等）

県民へのＰＩ

・基幹バスｼｽﾃﾑの早期実現の必
要性、将来ビジョンについて
・伊佐以北へのバスレーン延長
について

県民への
ＰＩ

胡屋周辺まちづくりと連携したバスレーン導入の検討

関係機関調整

胡屋 ⇒ 山里 導入検討

伊佐 ⇒ 胡屋 那覇向け導入効果等も踏まえながら検討・導入

県民への
ＰＩ

西普天間土地区画整理事業施行期間琉大病院全面移転

段階的なバス網再編、料金施策等の検討・実施、連節車両の導入検討等

全体ビジョン等の広報

関係機関調整

山里 ⇒ 普天間 導入検討

道路空間再配分の具体的検討 関係機関調整

普天間 ⇒ 伊佐 導入検討

JCOMM賞
等申込み

基幹バスシステムの概要（スケジュール）
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沖縄市では、国道330号沿道まちづくりと連携し、連携計画で位置付けられていた胡屋～コザ間のリニアバスターミナルの概念を以
下のように変更した。
この変更により、これまで線的だったリニアバスターミナルを、胡屋の都市間交流拠点、コザの地区間交流拠点とすることで、胡屋のま
ちづくりと連携した交通結節点整備の検討に繋げたいと考えている。

図 沖縄市における都市間交流拠点整備イメージ

■国道330号胡屋地区沿道まちづくり

出典：国道330号胡屋地区沿道まちづくり交通・回遊機能検討業務
第3回胡屋十字路周辺地区まちづくり検討ワーキング資料より

基幹バスシステムの概要（胡屋地区交通結節点）

前計画での位置づけ（リニアバスターミナル）

現計画での位置づけ



その他話題提供＜乗車体験事業＞（背景・概要）

6

〇 路線バスの運賃を終日無料
〇 ９月４日（水）から29日（日）までの毎週水曜日と日曜日の計８
日間
〇 沖縄県内（離島含む）の一部を除く、ほぼ全ての路線バス及びコミュ
ニティバスを対象とする。

わった～バス利用促進乗車体験事業
【９月４日スタート】

事業概要

県民に「バス」を利用しない理由をたずねると・・・

１位 「クルマを所有しているから（61.9％）
２位 「路線」や「運行ダイヤ」が不便だから（20.8％）
３位 「時間」通りにバスが来ない「時間」がかかるから（19.8％）
４位 「クルマ」の方が経済的だから（18.5％）
５位特に理由はない（15.5％）

⇒「クルマ」移動前提の生活？？「バス」が移動の選択肢となっていない？？

R5わった～バス党広報県民アンケート結果

事業目的 県民に路線バスを利用する機会を提供することで、車にはないバスならではの良さを
体験してもらい、過度な自家用車利用から適度なバス利用への転換を促進する。



その他話題提供＜乗車体験事業＞ （広報展開）

7

【広報用ポスター】 【SNS広告】 （Facebook、Instagram、X）

【TV番組】

※その他市町村広報誌や
ラジオでも周知

【TVCM】
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事業開始日には、県内各局のニュース番組で報道

事業実施日のバス停状況

その他話題提供＜乗車体験事業＞ （事業実施日の状況）



その他話題提供＜乗車体験事業＞ （商業施設等との連携）

9

〇 463施設と連携

〇 主な連携施設
・「イオンモール」
・「沖縄アウトレットモールあしびな～」
・「イーアス沖縄豊崎」
・「りうぼう」
・「かねひで」
・「サンエー」 ※和風亭等の飲食店
・「DMMかりゆし水族館」
・「おきなわ こどもの国」
・「琉球ゴールデンキングス」
・「琉球コラソン」 等

〇 2024年9月に実施するバス無料の日に、
無料バスを使って商業施設・飲食店等に出か
けた方に特典を付与することで、バス利用と
施設利用の双方を促進する企画「乗りほ～
DAY割」を実施。
【目的】
①参加する商業施設等のツールを活用した本
事業の県民への周知広報。
②県民の外出機会を創出し、バス利用の促進。
③県民アンケートの回収率向上（※特典付与
の要件とする。）

乗りほ～DAY割



その他話題提供＜乗車体験事業＞ （効果測定）

10

①公共交通の利用増

想定される効果

②渋滞緩和
③環境改善

④経済の活性化

測定方法

A.利用者数

D.断面交通量調査

F.Wi-Fi調査

G.人流ビッグデータ

バス会社によりカウント

C.バス乗降人員カウント調査

既存トラカン

※沖縄総合事務局の協力により分析予定

E.速度 ETC2.0プローブデータ

⑤健康増進 H.無料乗車通勤モニター募集

効果の整理、測定方法の検討

B.利用者アンケート バス利用者（アンケート直接配布）



第1回胡屋地区交通結節点整備検討委員会

令和６年１０月２４日

資料４-３
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１．バスタプロジェクトについて



１．バスタプロジェクトについて

3

（１）バスタプロジェクトの背景

⃝ 高速バス需要が増加している中、道路ネットワークが十分に活用されていない区間が発生
⃝ 高速道路等をフル活用した公共交通・利用拠点の強化について検討を開始



１．バスタプロジェクトについて

4

（２）バスタプロジェクトの経緯

⃝ バス利用拠点の利便性を向上することを目的としてバスタプロジェクトがスタートし、全国で整備が進められている

 令和3年4月8日策定

「交通拠点の機能強化に関する計画
ガイドライン」



１．バスタプロジェクトについて

（３）バスタプロジェクトが目指す取り組み

⃝ 道路ネットワークの効果を最大限発現する観点から、従来の道路整備（リンク）に加えて、交通拠点（ノード）の整備が重要であ
り、更にはモビリティを含むトータルマネジメントを行うことを目的としてバスタプロジェクトを推進

5



１．バスタプロジェクトについて

（４）バスタプロジェクトの事例（①バスタ新宿）

⃝ 道路管理者と民間会社が施設運営を行う官民連携事業による日本最大級のバスターミナル
⃝ 駅周辺19箇所に点在していた高速バス停を集約し、高速バス・タクシー・鉄道が直結する、乗り継ぎがスムーズに行えるターミナルを
実現

6出典：国土交通省HP



 路線の分割により運行効
率化・定時性向上

 バス路線の再編と乗継拠
点となるターミナル整備に
より、各バス停から各鉄道
駅へのアクセス性が向上

１．バスタプロジェクトについて

（４）バスタプロジェクトの事例（②田名バスターミナル）

⃝ 地域のバス路線の再編と乗継拠点となる新たなバスターミナルの整備により、路線バスネットワークを最適化
⃝ 上田名バス停を経由していたバス路線を、田名バスターミナル発着に再編

7出典：国土交通省HP
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２．本検討会の目的・位置付け



２．本検討会の目的・位置付け

検討経緯

年度
沖縄市の取組み

(国道330号沿道まちづくり)
沖縄県公共交通活性化推進協議会の取組み

(基幹バスシステムの導入等)
国の動き

(国道330号改良等)

『那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市 (北中城村※)地域公
共交通総合連携計画』の策定
▶ 基幹バスの交通結節点 (沖縄市) は「コザについてはバスターミ
ナルを形成」

土地利用計画構想 (案) の策定 (胡屋~コザ) 【沖総局】 H22~コザ十字路交差点改良工事着手

壁画及び広場の実施設計 (コザ)
『連携計画』の改訂
▶ 基幹バスの交通結節点(沖縄市) は

「コザ~胡屋については、リニアバスターミナルを形成」

沿道まちづくりビション (案) の策定 (胡屋)
▶ 国道拡幅や交通モード (基幹バス～鉄軌道) に応じた

段階的なまちづくりをイメージ

【沖縄市】中央パークアベニュー相互通行化に係る都市計画決定
(３・４・沖3号 センター中央通り線)

『連携計画』の改訂
▶ 基幹バスの交通結節点 (沖縄市) は

「コザ~胡屋については、リニアバスターミナルを形成」

【沖総局】胡屋北交差点改良に係る都市計画決定
(都計道3・4・1国道330号)

まちづくり会社設立支援、拠点施設 (広場) 等の検討 (胡
屋)

地区計画等の検討 (胡屋)
本市の沿道まちづくりと連携した交通結節点の重要性を確認
▶ 沖縄市としては「胡屋」

改正道路法 (R2.11)
▶ 民間と連携した新たな交通結節点づくりの推進など

交通-回遊機能等の検討 (胡屋)
▶ リニアバスターミナルを見直し、胡屋とコザで機能分担を図る

『連携計画』の改訂
▶ 基幹バスの交通結節点 (沖縄市) は

「沖縄市の国道330号胡屋地区沿道まちづくりと
連携した交通結節点を形成」

『交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン』
発出 (R3.4)

本構想の検討 (胡屋)
(沖縄市総合交通戦略を見直し)

【沖総局】
胡屋・中央地区の交通結節点に関する調査を実施

H20

H23

H28

R1

R2

R3

R4

H21

R6

沖縄市 沖縄県 沖縄総合事務局

胡屋地区交通結節点整備検討委員会を設置し関係者で連携した検討・協議を実施

※H28年改訂から北中城村が加入

第二期沖縄市総合交通戦略を策定R5

9

⃝ 沖縄市胡屋地区では、道路交通の現状を踏まえ、公共交通と連携したまちづくりやバスタ事業の検討を推進
⃝ 事業の具体化を図る上で、関係者とともに専門的・学術的見地から幅広く意見交換を行いつつ、まちづくりと一体となった交通結節
点の整備方針・事業計画の策定を行うことを目的として本検討会を設置

（１）検討会設置の背景・目的

沖縄市交通拠点整備基本構想策定（R6.6） 沖縄県地域公共交通計画策定（R6.5）

バスタプロジェクトの枠組みで事業を進めるこ
とを想定し、国の方でも調査・検討を開始

【沖総局】
「交通拠点の機能強化に関する整備方針の検討」へ進展



構想段階

10

２．本検討会の目的・位置付け

■ バスタプロジェクトの検討プロセスと本検討会の位置付け

⃝ これまでに沖縄市・南部国道事務所が連携し、地域の交通やまちづくりの課題等を調査し、交通拠点機能強化の必要性を整理

⃝ 調査結果を基に、本検討会で段階に応じて、具体的な整備内容等を検討予定

① 整備方針の策定
⇒地域課題等踏まえ具備すべき機能を決定

②事業計画の策定
⇒整備方針に基づき、具体の整備施設・規模
・役割分担・スケジュール等を決定

地域の交通課題の調査

自治体が道路管理者等の行政機関や民間事業者等と連携し、
交通拠点における機能強化の必要性等を調査

自治体・道路管理者等が第三者検討会※を設置し、
交通拠点の機能強化に関する整備方針を検討

整備方針の策定

第三者検討会※において、
交通拠点の機能強化に関する事業計画の検討

事業計画の策定

新規事業化

設計・用地買収・施工

供用

管理・運営

現在の検討段階

計画段階

事業段階

管理・
運営段階

※関係行政機関、民間事業者、有識者からなる検討会 (本検討会)

本検討会の審議事項

（２）本検討会の位置付け

（都市計画変更） ※必要に応じて
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２．本検討会の目的・位置付け

⃝ 本検討会では、バスタ事業に関連する 「沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会」 「沖縄県公共交通活性化推進協議会」 「沖
縄県地域公共交通協議会」とも役割分担・成果共有を図りながら、交通結節点の整備方針及び事業計画策定に向けて検討を
推進

330

【主な役割】
• 全体とりまとめ・総括
• 各検討会での議論を踏まえた交通拠点に具備すべき機能の検討

【事務局】
• 沖縄市、沖縄県、沖縄総合事務局 南部国道事務所

※NTTインフラネット地図を加工して作成

【沖縄県】
基幹バスを中心としたバス路線網の検討
●運行ルート・便数 等

【沖縄市・沖縄県・沖縄総合事務局】
交通拠点に導入すべき具体機能の検討
●乗降場・待合所等の配置・規模
●モード間の乗り継ぎ環境 等

まちづくりや公共交通等との連携による相乗効果
を最大限発現させるため、検討会間で成果・進
捗を共有・意見交換しつつ進める予定

役割分担イメージ図

結節点
予定地

至 那覇市

至 うるま市

至

北
谷
町

沖縄アリーナ

コザ運動公園

沖縄こどもの国

ミュージックタウン
沖縄市役所

沖縄市民会館

【沖縄市】
交通拠点と連携した周辺まちづくりの検討
● 循環バスの再編
● シェアサイクルの導入
● 周辺施設との連携策 等

330

329

胡屋地区交通結節点整備検討委員会

フィードバック検討結果等の共有

（３）本検討会の役割

【主な役割】
交通拠点と連携した
周辺まちづくりの検討推進

【事務局】
• 沖縄市

【主な役割】
基幹バスを中心とした
バス路線網の検討推進

【事務局】
• 沖縄県

沖縄市交通拠点
まちづくり検討委員会

沖縄県公共交通活性化推進協議会

沖縄県地域公共交通協議会

【主な役割】
沖縄県地域公共交通計画の
作成・実施

【事務局】
• 沖縄県
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３．対象地域の現状と課題



３．対象地域の現状と課題

（１）対象地域の現状：①人口動向

⃝ 沖縄市の人口は約14万人であり、県内2位
⃝ また、沖縄市を含む中部地域の人口は増加傾向であり、伸び率は県内トップ

沖縄市の人口動向

 沖縄市の人口は約14.2万人（県内2位）

出典:国勢調査（H12～R2） 13

 沖縄市の人口は増加傾向にあり、伸び率は高い水準となっている
 沖縄市を含む中部地域の伸び率についても県内トップクラス

出典:国勢調査（R2）

沖縄県の市町村別人口

圏域別人口伸び率

沖縄県の人口伸び率

伸
び
率



３．対象地域の現状と課題

⃝ 近年では高齢化が進行しており、免許返納者数も多くなってきている状況

14

高齢者人口割合の推移（沖縄市）

 沖縄市においても徐々に高齢化が進行

※65歳以上の人口割合

運転免許返納者数の推移（沖縄県）

資料：国勢調査（H17～R2）

老年人口の割合が年々増加

 運転免許の返納数も年々増えており、自動車以外の移動サービスを十
分に確保していく必要がある

資料：運転免許統計（警視庁）

運転免許の返納
者数も年々増加

（１）対象地域の現状：②高齢化・免許返納数の増加



３．対象地域の現状と課題

（１）対象地域の現状：③産業形態

⃝ 沖縄市の産業の売上高は、 「卸売・小売業」 「建設業」「医療・福祉」等の産業が占める割合が高い
⃝ 従業者数では 「医療・福祉」 「卸売業、小売業」の占める割合が高く、事業所数では「卸売業、小売業」「宿泊・飲食サービス」の占
める割合が高い

沖縄市の産業形態

15

■沖縄市における産業大分類別の売上高の構成比 ■沖縄市における産業大分類別の従業者数及び事業所数

出典：RESAS（総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工）

出典：RESAS（総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工）

従業者数では医療・福祉/卸売・小売業、

事業所数では卸売・小売業/宿泊・飲食サービスの割合が高い

建設業/卸売・小売業/医療・福祉等の割合が高い



平均値：【平日】207人/時, 【休日】247人/時

平均値：【平日】334人/時, 【休日】368人/時

（人/時）
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３．対象地域の現状と課題

（２）対象地域の課題：①中心市街地の賑わいについて

⃝ 飲食店等のリノベーションの推進により、夜間の賑わいが活性化されている一方で、昼間の時間帯については歩行者・滞在者が少な
い状況となっており、今後昼間の時間帯についても賑わいを創出していくことが課題となっている

商店街の状況商店街エリアの来訪者特性

資料：沖縄市提供資料

 夜間は飲食店等への来訪者で賑わっている状況
 一方で夜間と比較すると昼間の滞在者は少なくなっており、今後昼間の時

間帯についても賑わいを創出していくことが課題

 一番街・ゲート通り・パークアベニュー等の商店街周辺の通りでは、歩
行者交通量が500人前後（10時～19時台）

 特に18時～19時台の交通量が多い状況

資料：歩行者交通量調査結果（R4）

※観測時間10時～19時台の合計値

歩行者交通量調査結果（観測時間計）

ゲート通り
明光メガネ店前

ミュージックタウン前

パークアベニュー
ともやす時計店前

一番街 KGA前

サンシティ
旧観光協会前

至

北
谷
町

至

う
る
ま
市

至 那覇市

N

330

330

歩行者交通量

平日交通量（人/10h）

休日交通量（人/10h）

平日：290人
休日：402人

平日：310人
休日：722人

平日：756人
休日：786人

平日：492人

休日：408人

平日：478人

休日：394人

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成

歩行者交通量調査結果（時間帯別）

夜間の賑わい状況 昼間の状況

資料：歩行者交通量調査結果（R4）※調査箇所5地点の合計値
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３．対象地域の現状と課題

⃝ 沖縄アリーナでのイベント来訪者の胡屋地区への立ち寄りはイベント開催前後ともに約1％程度にとどまっており、集客力のある周辺施
設来訪者の胡屋地区への誘導による賑わい創出が課題となっている

イベント開催前の拠点間流動（拠点⇒沖縄アリーナ） イベント開催後の拠点間流動（沖縄アリーナ⇒拠点）

 空港やシャトルバスの発着場所からのアクセスが多い
 胡屋の商店街へのイベント前の立ち寄りは少ない（1.4％）

 シャトルバスの発着場所へのアクセスが多い
 胡屋の商店街へのイベント後の立ち寄りは少ない（1.4％）

資料：Agoopデータ（沖縄アリーナに来訪した9851人の移動データ）
分析期間：2023/5/12,13、6/24、7/9,22,23、 8/25～9/3、9/8～9/10 、10/2～8,14,15,21,22,28（バスケットボールワールドカップ期間、琉球ゴールデンキングス試合日含む）
立寄り定義：100mメッシュ内での５分以上の滞在を抽出、滞在数が5以上の拠点を抽出して整理

無料シャトルバス 有料シャトルバス

バスケットボール ワールドカップ 2023時の

（２）対象地域の課題：②拠点間の周遊状況について
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３．対象地域の現状と課題

（２）対象地域の課題：③災害への対応について
⃝ 沖縄市地域防災計画においては、台風・津波・火災等の災害発生時に備えた他地域との連携強化や拠点確保、住民・観光客等
の避難誘導支援等が重要課題として掲げられている

⃝ また、災害後の復興支援の拠点を見据えた施設として、交通結節点の整備においてもこれらの災害発生に備えた対応が求められる

台風被害の頻発

沖縄市の防災計画

 日本に接近した台風のうち約7割は沖縄県に接近

台風の接近回数

過去10年で日本に
接近した台風115件
の内、75件は沖縄
県に接近（約7割）

台風被害

資料：気象庁HP
資料：沖縄ブロック

新広域道路交通ビジョン（R3.3）

 東海岸エリアは津波の浸水被害のリスクも高いエリアとなっている

資料：沖縄市地域防災計画（R2.3）

津波被害のリスク

資料：沖縄県HP

胡屋

火災・地震リスク

沖縄市地域防災計画（R2.3）
においては、災害発生時に備えた
他地域との連携強化や拠点確
保、住民・観光客等の避難誘導
支援等が重要課題として掲げられ
ている

資料：H28都市計画基礎調査

胡屋地区周辺の土地利用状況

 昭和56年以前の建物（建築
基準法改正前に建築された
建物）が多く分布しており、火
災・地震リスクが高い建物が多
い状況

 R6.8に発生した火災では国
道330号の交通規制も発生

 東海岸エリアで津波の
浸水リスクが高い

（件数）

凡例
昭和46年以前
昭和46年～昭和56年
昭和57年～平成元年
平成2年～平成11年
平成12年～平成21年
平成22年以降

 災害時の住民・来訪者の避難
誘導や復興を支援する機能を
確保することが課題

火災状況：琉球新報より提供
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４．交通の現状と課題



４．交通の現状と課題

⃝ 各圏域の中心都市である那覇市・沖縄市・名護市を中心とした流動が比較的多い傾向
⃝ 沖縄市周辺においては周辺市町村から沖縄市間の流動が多く、沖縄市が中部地域の中心的な都市となっている

20

沖縄県内の人の通勤・通学流動

 那覇市・沖縄市・名護市を中心とした流動が比較的多い傾向

名護市

沖縄市

那覇市

※各市町村発の上位5市町村で25人以上の通勤通学流動を図化

 那覇市・沖縄市・名護市周辺を中心と
した流動が比較的多い

【凡 例】

5,000人/日以上

2,500人/日～5,000人/日未満

1,000人/日～2,500人/日未満

500人/日～1,000人/日未満

500人/日未満

（１）沖縄県の交通の現状：①移動実態

沖縄市周辺の人の通勤・通学流動

うるま市
(N=14795)

読谷村
（N=3725）

北谷町
(N=7899)

北中城村
(N=7104)

沖縄市
嘉手納町
(N=4591)

資料：R2国勢調査

沖縄市
21%

嘉手納町
17%

うるま市
16%

北谷町
12%

宜野湾市
8%

その他
27%

沖縄市
29%

宜野湾市
17%

読谷村
11%

うるま市
10%

那覇市
7%

その他
26%

沖縄市
46%

読谷村
8%

宜野湾市
7%

金武町
5%
那覇市
6%

その他
29%

沖縄市
39%

うるま市
12%

中城村
7%

北谷町
5%

その他
22%

中部地域の周辺市町村～
沖縄市への流動が多い傾向

沖縄市
21%

読谷村
25%

うるま市
13%

北谷町
9%

宜野湾市
9%

その他
24%

宜野湾市
15%

発地市町村

着地市町村

 沖縄市周辺においては周辺市町村から沖縄市間の流動が多い

読谷村

嘉手納町

北谷町

うるま市

北中城村



４．交通の現状と課題

⃝ 自動車依存率が高いため、全国的に比較しても道路の交通量が多く、那覇～中部地域にかけて顕著な混雑が発生、道路ネットワ
ークのサービスレベルが低下している状況

南北軸の幹線道路の交通量と速度低下状況

21資料：R3道路交通センサスより

▼南北軸の幹線道路の交通量

①国道58号宜野湾BP
②国道58号
③国道330号
④沖縄自動車道
⑤国道329号

：5.1万台/日
：5.7万台/日
：3.4万台/日
：5.5万台/日
：3.3万台/日

●路線別交通量

①新東名高速道路
②国道1号
③東名高速道路
④国道150号

【参考】関東～東海・近畿間の交通状況

断面計
23万台/日

断面計
18万台/日 約1.3倍の自動

車が南北を縦断
①

②

③
④

⑤

交通量観測断面

▼速度低下状況

那覇IC

西原JCT

西原IC

北中城IC

喜舎場SIC

沖縄南IC

沖縄北IC

 那覇～沖縄市等の
中部地域にかけて顕
著な混雑が発生

那覇空港

那覇新港

至 名護市

約6kmの幅

静岡

名古屋

横浜

東京

 沖縄本島の南北軸をつなぐ幹線道路の交通量は関
東圏～東海・近畿圏を結ぶ道路より多い状況

※NTTインフラネット地図を加工して作成

▼一般道路の混雑時平均旅行速度※ ※高速道路・一般道
の有料区間は除く

 混雑は3大都市圏
と同水準

(km/h)

（１）沖縄県の交通の現状：②渋滞発生状況

▼各路線の混雑度  各路線で容量超過発生
 特に一般道に交通が集中してお
り顕著な混雑発生



４．交通の現状と課題

⃝ 沖縄県内道路ネットワークの交通円滑化や地域間の更なる交流活性化等を目指し、現在ハシゴ道路ネットワーク等をはじめとする
道路整備や交通結節点の整備・機能強化を推進している状況

沖縄ブロック新広域道路交通計画

22

出典：沖縄ブロック新広域道路交通計画（R3.3）

 沖縄西海岸道路等をはじめとする道路整備が進行中
 また、IC整備等も推進し、一般道と高速道路の連携強化も推進

 沖縄ブロック新広域道路交通計画において、南北の拠点間
を有機的に結ぶハシゴ型の道路ネットワークの形成や交通結
節点の整備・機能強化等を推進する方針としている ①小禄道路（沖縄西海岸道路） ②池武当IC

（２）道路整備の取り組み状況：①広域道路ネットワークの整備方針

道路整備

名護バスタ那覇バスターミナル

那覇空港

 那覇空港～沖縄自
動車道へのアクセス
性を改善

那覇空港IC

(仮称)
瀬長IC

豊見城・名嘉地IC

 一般道の渋滞緩和や高速
道路～交通結節点間のア
クセス性を強化等を目的と
してICの新設を推進

※国土地理院地図を加工して作成

沖縄南IC

沖縄北IC

池武当IC

330

85

329

85

③幸地IC

②池武当IC

①小禄道路

③幸地IC

至 うるま市

至 那覇市

交通結節点整備・機能強化

 バス路線間や他の交通手段との乗り継ぎの利便性向上を図るため、
交通結節点の整備も併せて推進中

出典：沖縄ブロック新広域
道路交通計画（R3.3）

出典：第1回名護市総合交
通ターミナル検討部会資料



４．交通の現状と課題

⃝ 南部国道事務所による胡屋北交差点で交差点改良事業が進行中（H29事業化）

胡屋北交差点改良事業

23

（２）道路整備の取り組み状況：②胡屋地区周辺の取り組み

※NTTインフラネット地図を加工して作成

沖縄南IC

胡屋交差点

胡屋北交差点

至 那覇市

至 うるま市

胡屋北交差点
改良事業



４．交通の現状と課題

⃝ 沖縄市による中央パークアベニューの相互通行化事業が進行中（H28事業化）

中央パークアベニューの相互通行化

24

（２）道路整備の取り組み状況：③胡屋地区周辺の取り組み

①ドライバーからの視点

②歩行者からの視点

③店舗側からの視点

④横断歩道からの視点

※NTTインフラネット地図を加工して作成

沖縄南IC

胡屋交差点

胡屋北交差点

至 那覇市

中央パークアベニュー

出典:沖縄市提供資料



４．交通の現状と課題

（３）沖縄市の交通の現状：①中心市街地部の渋滞発生状況

⃝沖縄市においては、国道330号や県道20号等の主要な幹線道路を中心に、平日・休日・イベント時ともに渋滞が発生
⃝特に胡屋地区周辺では面的に旅行速度が低下している状況

25

平日の速度状況

資料：民間プローブデータ(令和5年度休日平均)資料：民間プローブデータ(令和5年度平日平均)

休日の速度状況 イベント時の速度状況

10km/h未満
10～20km/h
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

10km/h未満
10～20km/h
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

10km/h未満
10～20km/h
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

資料：民間プローブデータ(令和5年度9月8日-10日平均)
※全島エイサー開催時

沖縄南IC沖縄南IC沖縄南IC

沖縄アリーナ

330

85

330

20

コザ運動公園

沖縄こどもの国

沖縄市役所

コザミュージックタウン

85

胡屋十字路

胡屋(北)

コザ十字路

ライカム

331

全島エイサー開催時

3日間で約30万人来訪

沖縄アリーナ

330

85

330

20

コザ運動公園

沖縄こどもの国

沖縄市役所

コザミュージックタウン

85

胡屋十字路

胡屋(北)

コザ十字路

ライカム

331

沖縄アリーナ

330

85

330

20

コザ運動公園

沖縄こどもの国

沖縄市役所

コザミュージックタウン

85

胡屋十字路

胡屋(北)

コザ十字路

ライカム

331

 国道330号や県道20号等の幹線道路を中心に
渋滞が発生

 特に胡屋地区周辺では面的な速度低下発生  休日においても平日と同様に渋滞発生  イベント時にも渋滞が発生



329

園田
コザ十字路

住吉

胡屋（北）

胡屋（南）

330

至

う
る
ま
市

至 沖縄南IC

至

北
谷
町

至 泡瀬

胡屋十字路

7.36.632.924.331.024.4#33.521.0##10.938.140.639.527.0##41.342.730.638.9##43.9
5.56.226.519.428.520.5#25.813.6##7.532.939.438.127.3##33.841.335.236.4##42.2
9.77.428.722.828.824.0#33.918.4##8.732.335.835.321.3##32.836.330.937.9##42.4
10.97.529.724.429.924.1#35.920.5##9.531.234.132.220.0##30.733.729.938.1##42.2
11.27.630.224.729.023.7#35.520.7##9.431.033.431.720.5##30.233.528.336.8##42.1
11.27.330.424.730.724.3#36.821.1##9.429.633.931.020.4##30.635.127.537.0##41.3
10.17.230.723.529.323.9#34.920.7##9.029.133.031.218.8##28.833.927.335.4##40.1
9.96.929.522.128.123.0#32.218.1##8.328.933.131.519.4##28.832.427.435.5##39.5
8.86.827.821.328.123.5#31.616.6##7.728.430.929.619.2##29.631.627.532.6##37.2
7.56.625.419.928.323.6#29.614.9##7.126.828.727.417.7##28.530.019.731.2##38.9
6.26.426.019.328.523.0#23.611.1##6.426.528.626.118.3##28.728.122.326.2##36.1
8.37.026.420.728.421.8#21.511.6##6.725.527.825.516.7##30.028.825.131.0##35.1
8.26.928.521.929.123.1#30.016.3##8.229.632.630.920.1##30.833.226.733.9##39.6

19.5 ## 19.0 35.4 # 23.3 18.7 ## 33.0 29.3 21.4 8.2 22.1 ## 40.0 20.2 # 42.6 26.9 27.9 12.5 6.2 39.0
19.3 ## 18.5 28.0 # 21.4 15.6 ## 27.7 23.9 18.2 6.4 19.9 ## 38.5 18.0 # 37.9 23.5 18.1 9.4 5.7 35.8
21.1 ## 19.5 33.6 # 24.0 18.3 ## 36.7 38.2 30.1 9.1 20.4 ## 40.5 19.8 # 38.4 26.5 32.3 18.1 7.1 37.0
20.6 ## 19.4 33.9 # 24.1 19.2 ## 36.6 36.8 27.4 9.0 20.4 ## 39.7 20.5 # 37.3 26.5 32.3 18.3 7.4 35.3
21.0 ## 19.0 32.2 # 22.6 18.3 ## 36.2 37.3 27.4 8.7 20.2 ## 39.8 19.6 # 37.2 25.8 32.0 20.2 7.2 36.5
19.6 ## 18.4 32.5 # 23.9 19.1 ## 36.9 37.2 27.8 8.6 19.5 ## 39.7 20.2 # 36.5 26.3 32.8 19.8 7.5 36.1
19.1 ## 18.1 30.5 # 22.6 19.4 ## 35.7 34.7 26.5 8.2 18.7 ## 39.0 19.7 # 37.2 25.3 32.5 18.4 7.2 36.0
19.1 ## 18.3 29.9 # 21.1 16.4 ## 33.7 32.1 22.3 7.6 17.7 ## 37.9 18.7 # 35.2 24.0 30.3 15.9 6.8 35.9
19.0 ## 18.0 29.0 # 19.2 14.5 ## 27.9 24.5 17.1 6.7 17.9 ## 36.6 17.7 # 34.8 23.2 26.5 13.7 6.1 35.1
18.1 ## 16.5 23.5 # 15.6 11.6 ## 22.4 18.2 13.7 6.1 16.8 ## 36.2 17.3 # 34.6 22.3 20.3 10.5 5.8 33.6
17.6 ## 14.5 19.2 # 12.4 9.0 ## 16.4 13.5 10.0 5.5 17.0 ## 32.8 15.4 # 23.5 14.0 11.2 7.9 5.5 30.5
17.4 ## 15.7 21.8 # 13.7 10.5 ## 19.5 16.1 11.8 5.8 16.9 ## 33.8 16.5 # 29.2 17.7 15.3 9.9 6.2 29.7
19.1 ## 17.7 27.7 # 19.0 14.6 ## 27.5 24.6 18.2 7.1 18.8 ## 37.4 18.3 # 34.1 22.1 22.1 12.7 6.4 34.6

４．交通の現状と課題

（３）沖縄市の交通の現状：②国道330号の渋滞発生状況（平日）

⃝国道330号胡屋地区においては、胡屋北交差点(上り)や胡屋十字路(下り)を起点とした混雑が発生
⃝胡屋バス停では、約529台/日※の路線バスが運行しており、ピーク時にはバスの滞留により後続車の進行が阻害されている
⃝道路利用者へのアンケート調査結果では、約8割の利用者が「混雑していると感じる」と回答

資料：民間プローブデータ(令和5年度平日平均)

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
12h

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
12h

BUS

BUS

胡屋バス停

胡屋バス停

沖縄市役所

下り

至 泡瀬

胡屋北交差点を
起点に混雑

胡屋十字路を
起点に混雑

55
1

0

20

40

60

上り

(那覇→うるま)

下り

(うるま→那覇)

(回/12h)

資料：令和4年度ビデオ撮影調査

上り方向で特に多い

混雑している
と感じる
（81％）

混雑していると
感じたことはことはない

（19％）

※上下線合計の運行本数（平日）

（N＝202）

道路利用者の声

• 胡屋十字路～胡屋(北)付近の混雑を考慮し
て早く出発せざるを得ないことがあった

• また、混雑を回避するために遠回り・迂回
を強いられることがあった

資料：アンケート調査結果（R5.11）

国道330号の速度低下状況 バスの滞留による本線交通の阻害状況

バス停車に伴う後続車の発車待ち・減速回数

道路利用者の実感

26

N

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成
※交通量は道路交通センサス（R3）より

10km/h未満

10～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

交通量：33,569(台/日)
混雑度：1.22

交通量：29,201(台/日)
混雑度：1.17

交通容量超過 バス集中による本線交通阻害が発生
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園田
コザ十字路

住吉

胡屋（北）

胡屋（南）

330

至

う
る
ま
市

至 沖縄南IC

至

北
谷
町

至 泡瀬

胡屋十字路

26.2 ## 18.4 36.7 # 20.1 25.2 ## 41.0 42.1 35.1 11.7 29.9 ## 46.0 25.0 # 47.1 33.6 43.5 33.4 7.8 39.5
22.5 ## 19.9 38.2 # 27.5 23.1 ## 39.2 42.9 33.9 10.8 25.3 ## 44.4 23.4 # 43.9 30.6 40.4 29.7 7.1 38.8
22.3 ## 17.7 35.5 # 24.5 16.5 ## 37.6 39.9 31.0 10.1 24.1 ## 42.3 22.3 # 42.7 30.6 34.8 24.8 7.6 38.7
22.6 ## 17.3 34.9 # 27.2 17.4 ## 36.5 37.2 29.3 9.6 22.0 ## 41.2 22.6 # 41.1 28.3 34.6 23.5 7.4 37.2
21.8 ## 17.5 33.9 # 23.3 15.9 ## 37.0 35.1 28.1 9.1 21.6 ## 40.0 20.9 # 39.4 28.3 33.3 20.4 7.2 36.1
21.1 ## 17.4 31.3 # 22.8 16.3 ## 33.3 31.0 23.7 8.3 19.3 ## 40.1 20.6 # 38.7 26.9 32.9 19.4 7.1 35.9
20.2 ## 17.2 30.5 # 22.0 15.0 ## 32.7 29.6 22.2 7.9 18.8 ## 39.5 20.2 # 38.1 26.6 33.2 18.4 6.8 35.7
20.9 ## 17.3 30.1 # 21.2 15.1 ## 32.2 29.1 21.3 7.8 18.9 ## 38.4 20.2 # 38.1 26.3 31.8 17.2 6.9 35.9
20.5 ## 17.4 29.8 # 20.5 15.3 ## 30.3 28.7 20.5 7.6 18.4 ## 38.1 19.2 # 37.4 26.0 30.6 17.0 6.6 35.7
20.0 ## 17.2 27.6 # 18.3 14.9 ## 28.1 25.6 18.9 7.4 18.7 ## 38.2 19.5 # 37.0 25.8 28.6 15.6 6.7 35.6
19.2 ## 16.0 24.8 # 16.7 13.8 ## 26.1 22.0 16.5 7.1 17.4 ## 37.8 19.2 # 37.6 25.4 27.7 15.1 6.8 34.3
17.9 ## 15.4 24.7 # 17.9 15.0 ## 27.6 24.3 18.7 7.3 17.9 ## 37.6 18.9 # 36.8 25.5 29.1 17.7 7.1 34.4
20.6 ## 17.1 30.1 # 21.1 15.9 ## 31.9 29.5 22.4 8.2 19.7 ## 39.5 20.4 # 38.8 27.0 31.8 18.7 7.0 36.0

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
12h

10km/h未満

10～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

15.97.937.236.436.924.5#42.429.3##17.042.347.043.224.3##40.346.832.544.8##48.3
15.67.735.434.036.024.5#39.126.8##14.740.143.339.924.5##36.444.835.142.8##46.5
13.27.430.228.133.325.0#38.323.9##12.635.437.535.019.4##33.539.231.841.4##44.1
12.37.929.126.932.324.2#39.022.9##11.033.233.931.619.1##29.436.032.040.7##41.3
10.97.629.225.530.824.2#36.020.8##9.931.133.129.718.0##28.832.628.635.5##38.9
10.17.229.625.230.824.0#32.216.6##8.429.230.630.019.2##29.033.528.434.1##39.5
9.37.129.824.729.923.6#29.115.1##7.928.632.930.518.4##28.132.128.133.1##36.8
9.67.329.424.130.623.4#29.214.5##8.029.032.329.319.1##28.531.127.629.2##33.7
8.87.428.724.529.823.9#31.015.4##8.228.730.127.518.8##28.629.027.629.1##32.8
9.17.627.123.129.824.1#32.416.9##8.527.830.229.519.2##27.328.924.527.3##34.0
9.17.326.922.830.224.2#30.215.3##8.326.829.727.418.6##26.928.524.025.1##34.2
10.47.527.023.030.623.0#28.815.9##8.828.529.927.117.4##27.027.523.628.9##35.3
10.57.429.425.631.324.0#33.018.0##9.430.432.830.519.2##29.332.427.932.4##37.4

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
12h

４．交通の現状と課題

（３）沖縄市の交通の現状：②国道330号の渋滞発生状況（休日）

27資料：民間プローブデータ(令和5年度休日平均)

沖縄市役所交通量：33,569(台/日)
混雑度：1.22

交通量：29,201(台/日)
混雑度：1.17

⃝休日においても平日同様に胡屋十字路～胡屋(北)を起点として顕著な速度低下が発生

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成
※交通量は道路交通センサス（R3）より

胡屋北交差点を
起点に混雑

胡屋十字路を
起点に混雑



４．交通の現状と課題

（３）沖縄市の交通の現状：②国道330号の渋滞発生状況（イベント時）

28
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園田
コザ十字路

住吉

胡屋（北）

胡屋（南）

330

至

う
る
ま
市

至 沖縄南IC

至

北
谷
町

至 泡瀬

胡屋十字路

資料：民間プローブデータ(令和5年度イベント時：R5.9.8-10（※全島エイサー開催日）)

沖縄市役所
交通量：33,569(台/日)
混雑度：1.22

交通量：29,201(台/日)
混雑度：1.17

⃝イベント時は、休日よりも顕著な速度低下が発生

20.7 ## 19.9 36.8 # 25.4 24.2 ## 38.7 41.5 19.0 9.0 26.8 ## 45.2 25.5 # 46.7 24.9 39.6 19.2 7.4 39.8
21.9 ## 20.2 39.4 # 22.8 18.0 ## 39.6 33.3 29.2 7.5 25.7 ## 41.2 22.0 # 40.3 23.9 24.7 17.4 6.6 38.3
29.2 ## 18.7 37.3 # 25.5 20.6 ## 38.4 39.7 25.2 9.3 17.6 ## 43.9 20.8 # 42.1 32.4 36.4 18.4 7.9 38.7
24.8 ## 19.0 35.5 # 37.8 22.1 ## 36.0 38.6 21.7 10.1 23.1 ## 43.0 19.4 # 40.9 28.3 33.7 24.1 9.1 36.8
20.5 ## 15.6 33.5 # 28.6 18.7 ## 41.1 38.5 27.2 8.9 22.8 ## 41.7 18.3 # 40.4 28.2 32.3 22.4 7.3 35.7
18.0 ## 15.2 36.0 # 21.8 20.8 ## 37.2 36.9 29.9 8.8 21.7 ## 39.4 21.3 # 39.3 28.9 36.6 22.1 8.1 36.5
18.2 ## 18.6 32.7 # 28.1 14.3 ## 35.4 38.0 32.3 8.4 17.6 ## 38.5 20.1 # 40.5 26.3 34.7 26.3 6.4 35.0
19.6 ## 18.7 34.1 # 24.1 16.7 ## 34.9 32.1 21.3 7.3 18.2 ## 41.1 21.6 # 40.4 25.7 32.7 16.9 7.4 36.9
19.4 ## 22.0 33.6 # 20.9 12.4 ## 32.5 34.5 19.8 7.3 18.6 ## 36.9 18.5 # 35.0 31.7 31.5 23.7 5.7 36.5
17.9 ## 11.1 17.4 # 13.0 11.5 ## 21.6 21.8 14.6 6.6 14.1 ## 38.6 18.4 # 38.3 26.7 28.2 18.3 5.7 35.6
12.8 ## 10.0 15.9 # 14.0 10.6 ## 17.5 12.7 13.9 5.3 16.3 ## 37.3 18.4 # 36.7 30.1 21.7 12.1 5.7 35.6
9.0 ## 7.9 14.5 # 11.7 8.3 ## 15.5 14.6 9.3 5.8 16.6 ## 38.3 19.2 # 35.2 22.4 29.8 21.7 7.4 32.6
17.2 ## 14.5 26.4 # 19.8 14.4 ## 28.3 26.6 19.1 7.5 19.0 ## 39.9 20.0 # 39.1 27.0 30.8 19.4 6.8 36.1

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
12h

10km/h未満

10～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

8.27.934.628.434.125.9#42.325.3##14.941.543.442.523.4##40.542.028.242.6##45.4
7.96.833.325.731.021.9#33.518.7##10.435.438.638.629.7##35.840.236.641.1##46.6
14.87.133.630.130.721.3#40.318.4##9.534.440.033.916.6##42.445.232.838.3##43.6
14.19.834.926.630.219.2#38.029.8##9.833.636.629.617.3##31.636.026.239.2##42.7
13.77.630.824.531.924.0#38.021.0##10.629.235.031.821.3##32.030.722.738.4##39.8
12.86.634.326.827.725.2#38.319.6##8.931.131.130.925.6##31.032.719.436.0##40.8
9.59.227.024.731.023.5#35.019.3##7.427.635.037.023.4##27.631.226.138.5##39.9
9.98.330.522.834.625.0#32.814.6##6.526.830.433.632.7##25.126.027.723.9##37.2
8.97.027.324.028.726.4#36.817.4##6.430.233.126.818.7##31.725.523.514.4##37.6
7.77.331.920.929.323.1#25.48.7##6.127.730.325.111.7##27.724.718.318.0##32.6
6.86.026.721.029.126.9#11.46.1##5.522.523.821.213.7##18.115.113.410.99.127.1
7.78.927.519.419.211.8#9.56.3##5.317.218.814.612.0##12.79.69.08.56.825.4
9.37.630.523.929.021.8#25.713.9##7.828.131.228.218.7##26.324.219.820.8##36.3

7時
8時
9時
10時
11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
12h

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成
※交通量は道路交通センサス（R3）より

胡屋北交差点を
起点に混雑

胡屋十字路を
起点に混雑 休日と比較し速度

低下区間が延伸

休日と比較し速度
低下区間が延伸



４．交通の現状と課題
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（３）沖縄市の交通の現状：③国道330号における交通事故発生

⃝国道330号胡屋地区周辺ではバス停付近での追突事故や、人対車両事故が発生している
⃝バス停周辺にてバスによる後続車の阻害や、歩行者の乱横断が発生しており、これらが事故の発生の一因になっているものと想定される
⃝道路利用者へのアンケート調査結果では、バス停車時の後続車の車線変更や歩行者の乱横断等の理由で事故の危険を感じたことが
ある利用者は全体の5割以上となっている

胡屋北
交差点胡屋

十字路

至
う
る
ま
市

至
那
覇
市

胡屋バス停

胡屋バス停

写真Ⅱ：乱横断する歩行者

至 うるま市

至 那覇市

写真Ⅰ：後続車の通行を阻害するバス

至 那覇市

停車中のバス
(車道はみ出し)

後続車の回避
(車線変更)

【特徴的な事故②】
バス停周辺での人対車両事故

【特徴的な事故①】
上り側：バス停周辺での追突事故

資料：ITARDAデータ(H24～R3)

【特徴的な事故②】
人対車両の割合も高い

▲事故形態（当事者２当）別発生割合

歩行者が第2当事者となっている事故が多い90回/12h※

乱横断が発生

資料：アンケート調査結果（R5.11）

BUS

BUS

写真Ⅰ

写真Ⅱ

資料：令和4年度ビデオ撮影調査

▲安全性に影響を与える挙動の発生回数

141

5

119

4
0

50

100

150

上り

(那覇→うるま)

下り

(うるま→那覇)(回/12h)

：停車中バスの車道はみ出し

：後続車の回避行動(車線変更)

上り方向で特に多い

事故の危険を
感じたことがある

（54％）

事故の危険を
感じたことはない

（46％）

道路利用者の声

• 停車中のバスを避けるために車線変更する車両と後続車が接触

しそうになり事故の危険を感じたことがある

• また、歩行者が渋滞している車両の合間を縫って道路を横断す

ることがあり、危険に感じたことがある

（N＝203）

国道330号胡屋(北)～胡屋十字路の事故特性

道路利用者の実感

※資料：令和4年度ビデオ撮影調査

▲事故類型別発生割合

追突
（31%）

人対車両
（19%）

右折時
（6%）

進路変更時
（6%）

左折時
（6%）

車両単独
（6%）

その他
（26%）

【特徴的な事故①】
追突事故が最も多い

（N=16）



⃝ 交通手段に関しては、公共交通の利便性が低く自動車依存度が高い状況

30

 自動車保有台数は年々増加、公共交通の輸送人員は下げ止まりの傾向

 自家用車の分担率は年々増加しており、依存度は更に高くなっている状況

自動車保有台数・公共交通輸送人員の推移

 観光客についても自動車利用の割合が多い状況

県内住民の普段の移動手段割合

観光客の移動手段割合

４．交通の現状と課題

（４）公共交通の現状：①沖縄県における公共交通の利用実態

資料：沖縄総合事務局運輸部「運輸要覧」、沖縄総合事務局陸運事務所「業務概況」、沖縄県土木建築部都市計画モノレール課HP

公共交通を利用しない理由

資料：沖縄県観光統計実態調査（H19～R4年度）

資料：沖縄本島中南部都市圏パーソントリップ調査（第1回～第4回）

 世帯当たりの自動車保有台数は平
均1.66台（全国平均：1.33台）

レンタカー

タクシー モノレール

観光バス

路線バス

自家用車利用の増加

65.6％

 路線網の脆弱性や速達性・定時性等の理由で公共交通が利用されてい
ない状況

※沖縄総合事務局運輸部アンケート結果（R4）より



４．交通の現状と課題

（４）公共交通の現状：②沖縄市における公共交通の利用実態

⃝ 沖縄市では普段の移動手段として、自動車の分担率が高く、路線バス等の公共交通の分担率は比較的低い状況
⃝ 公共交通の利便性については、5割超の方が「不便」「やや不便」と回答

普段の目的別移動手段割合
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公共交通の利便性に関する満足度

 自動車の分担率が高く、公共交通の分担率は比較的低い状況  市民アンケートでは、5割超の方が「不便」「やや不便」と回答

資料：沖縄市地域公共交通網形成計画（H30.2）
※H29市民アンケート調査結果

5割超が不便側で回答

自家用車・送迎等
自動車の分担率が高い

公共交通の分担率は低い状況

便利
22%

やや便利
22%

やや不便
22%

不便
32%

わからない
3%

資料：沖縄市地域公共交通網形成計画（H30.2）
※H29市民アンケート調査結果



⃝ 沖縄市胡屋地区では、胡屋バス停が県内12位の利用者数となっており、バス運行便数も多い状況
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平日：５２９便
土曜：４５２便
日祝：４２６便

胡屋バス停停車便数

沖縄市胡屋那覇市

うるま市

名護市

■沖縄県バスOD調査結果（H25）

 胡屋バス停は県内で12位の利用者数(1304人/日)

 利用者は通勤・通学が多い

室川小学校

沖縄市役所

安慶田小学校

コザ中学校

ミュージックタウン音市場

コザ小学校

越来小学校

中の町小学校
諸見小学校

安慶田中学校

越来中学校

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成

沖縄市立図書館

潮平病院

商店街

４．交通の現状と課題

（４）公共交通の現状：③沖縄市のバスの運行状況（路線バス）

平日：１５便
土曜：１２便
日祝： ０便

平日：１１９便
土曜：１０８便
日祝：１０８便

平日：３６０便
土曜：３２０便
日祝：２９４便

平日：５０便
土曜：２４便
日祝：２４便

※胡屋バス停時刻表より作成（令和5年度末時点）
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４．交通の現状と課題

（４）公共交通の現状：③沖縄市のバスの運行状況（循環バス）

⃝ 沖縄市では市内を循環する４路線のコミュニティバスを運行しており、年間約7万人が利用
⃝ 時刻表・バスロケシステムの導入、ルートの延伸などサービスの向上策を継続的に検討・実施

時刻表・バスロケシステム

 WEBでバス時刻表、バスの位置情報をリアルタイムで確認可能

沖縄市循環バス路線図

ルートの延伸

 沖縄市では市内を循環する４路線のコミュニティバスを運行

 沖縄アリーナ方面と胡屋地区とのアクセス性向上を目的としたルート延伸を実施（R6.4）

≪バス予報画面≫
バスの位置を
リアルタイムで
確認可能

資料：沖縄市HPより

資料：沖縄市HPより資料：沖縄市HPより

沖縄アリーナ

延伸箇所

コミュニティバス総利用者数

約7.9万人（R5年度）

胡屋十字路

胡屋(北)



■沖縄市から他市町村への移動割合

※R2国勢調査より

■他市町村から沖縄市への移動割合

４．交通の現状と課題

（４）公共交通の現状：④市町村間流動とバス路線網の現状

⃝ 流動が多い那覇市・うるま市との間ではバス路線が多く運行している一方で、北谷町・読谷村等の市町村間では、一定程度流動が
あるものの、バスの運行台数が比較的低い状況

沖縄市周辺の通勤・通学流動 沖縄市周辺のバス運行状況

那覇市・うるま市との間の流動が
多い傾向、北谷町・読谷村との間
の流動も一定数存在

※胡屋バス停時刻表(平日)より各路線の発着点を集計し作成（令和5年度末時点）
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北部方面

読谷村

北谷町

南部方面

流動が多い那覇市・うるま市方面のバスは
多い一方で、北谷・読谷村等の市町村間を
運行するバスは比較的少ない状況

泡瀬営業所：50台/日

名護BT：40台/日

那覇BT：293台/日
おもろまち駅：86台/日
豊見城営業所：35台/日
那覇空港： 38台/日

読谷BT：51台/日

砂辺駐機場：51台/日
北谷町福祉センター：26台/日 胡屋

うるま市

(北谷町経由)

282台/日

65台/日
15台/日

26台/日

50台/日

40台/日

51台/日

372台/日

65台/日 15台/日

51台/日 321台/日

具志川BT：319台/日
屋慶名BT：41台/日
東山駐車場：28台/日

区間 運行便数（台/日）

南部方面～胡屋間 452

うるま市～胡屋間 388

北谷町～胡屋間 128

読谷村～胡屋間 51

北部方面～胡屋間 40

胡屋経由のバス便数：529台/日
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４．交通の現状と課題

（４）公共交通の現状：⑤胡屋バス停の利便性について

⃝ 胡屋地区周辺では路線バスやコミュニティバスが運行されているが、バス停間が離れており、バスの待ち時間も長いことから乗り継ぎが
不便な状況

⃝ また、バスの待ち環境についても十分な待合スペースや屋根等が整備されていない状況
⃝ バス停利用者へのアンケート調査においても、上記の理由等から利用環境に関する不満の意見が挙げられている

バスの利用環境に関する満足度調査結果

 不満に感じる理由

資料：アンケート調査結果（R5.11）

現況の乗り継ぎ動線及びバス待ち環境

ミュージックタウンバス停
（沖縄市循環バス）

至

沖
縄
南IC

至 那覇市

胡屋十字路

①乗り継ぎの利便性について

②バスの待合環境について

（N＝31）

（N＝71）

（N＝87）

（N＝60）

※無回答を除く

胡屋バス停
上り線側

（路線バス）

路線バス～沖縄市循環バス間乗り継ぎ時のバス待ち時間

※1：胡屋バス停・ミュージックタウンバス停のバス時刻表（R5.12時点）より算出（平日7-19時）
※2：胡屋バス停に停車する13路線（高速バス除く）及びミュージックタウンバス停に停車する3路線を対象に集計

バス停が集約されておらず乗り継
ぎが不便な状況

約150m

胡屋バス停
下り線側

（路線バス）

写真Ⅰ

写真Ⅲ

約4割は30分以上
の待ち時間あり

30分未満（約6割） 30分以上（約4割）

4割以上が乗り継ぎの利便性について不満あり

約7割が待合環境について不満あり

写真Ⅲ：ミュージックタウンバス停のバス待ち環境

写真Ⅰ：胡屋バス停のバス待ち環境（上り線側）

写真Ⅱ：胡屋バス停のバス待ち環境（下り線側）

利用客に対して待ちスペース
が不足している状況

写真Ⅱ

約130m
（※道路を横断する必要有）

至 うるま市  利用者の満足度



36

４．交通の現状と課題

（５）公共交通の利用促進に向けた取り組み：基幹バスシステムの導入

⃝ 公共交通の利便性向上・利用促進に向け、基幹バスをはじめとする路線バス網の再編を計画中

基幹バス構想

 基幹バス網では、高い輸送力・走行性・快適性を備えた軌道系交通システム並みのサービスを提供、需要が高い南北都市軸を中心に基幹バス網を配置
 基幹バスシステムの導入に併せ、バスレーンの延伸やバス路線網の再編（各系統の役割の明確化、役割に応じたルート・ダイヤの見直し等）も検討

資料：沖縄次世代都市交通システム検討会

交通量の多い基幹区間である那覇市から沖
縄市の区間をスピーディーに約60分で運行

バス専用レーン

基幹バス

凡例

那覇市

旭橋

沖縄市

コザ

宜野湾市

伊佐

既存のバスレーン

（国道58号浦添市屋冨祖（那覇方面））

朝：7：30～9:00

（那覇方面）
夕：17：30～19:00

（伊佐方面）
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５．対象地域のポテンシャル



38

５．対象地域のポテンシャル

（１）観光・文化資源

⃝ 沖縄市は沖縄こどもの国やエイサーイベント等の観光・文化資源を多数保有
⃝ また、「国際文化観光都市」（沖縄市総合計画）を将来像に掲げ、文化・芸能・音楽・スポーツコンベンション等、特色を生かしたま
ちづくりに取り組んでいる

出典:沖縄市提供資料

• 沖縄県内で唯一の本格的な動物園

• 既存区域約16ha 
(拡張予定: 約13ha)

• リニューアル整備進行中

• 各種イベントの開催 (夜の動物園
サタズーナイト 等)

日本一ユニークな動物園へ！

総来場者: 約60万人/年

(令和5年度)

ライオン舎整備

大人気の「夜の動物園サタズー (ZOO) ナイト」

• 多彩な伝統文化、芸能、音楽が豊富

• 毎年数多くの音楽イベントを開催

• まちには多くのライブハウスや民謡酒場
が集積

• 「コザ・ミュージックタウン」が誕生

‟音楽”のまちへ繰り出そう！！！

総来場者: 約6万人/年
(令和5年度)

野外音楽イベント

ライブハウス
コザ・ミュージックタウン

3日間で
30万人来場

国内外へ発信し続ける伝統文化 ‟エイサー”

• 太鼓踊りや手踊りを中心とした伝統芸能

• 沖縄市はエイサーの本場として平成19年
に「エイサーのまち」を宣言

• 夏に「第69回沖縄全島エイサーまつり」 今
年は3日間で延べ30万人を集客

• 平成30年3月にエイサー会館OPEN！

エイサー会館 沖縄全島エイサーまつり

道じゅねー

伝統芸能「エイサー」

沖縄こどもの国 スポーツイベント

音楽イベント

• 沖縄アリーナ・沖縄県総合運動公園
等の恵まれたスポーツ環境を有している

• 琉球ゴールデンキングス等のプロスポー
ツチームの拠点も多数

• スポーツチームと地域が連携したイベン
トによる賑わい活性も行われている

スポーツによる地域の活性化沖縄アリーナ

琉球ゴールデンキングス

商店街との連携イベント

2022-2023シーズン
Bリーグ初優勝

2023-2024シーズンで
ホームゲーム来場者数約27万人

戦後文化

独特の文化・歴史を堪能沖縄市
戦後文化資料館

• 沖縄市の戦後史と文化を感じ
る空間に、写真・資料等を多
数展示

総来場者: 約2万人/年
(令和5年度)



５．対象地域のポテンシャル

（２）周辺事業の状況

⃝ 胡屋地区周辺では土地区画整理事業や観光地開発等が推進されており、土地利用の高度化等による居住人口の増加や観光客
の増加等により、今後更なる賑わいが期待される

 沖縄県最大の約900mの人工ビーチを整備中

 土地区画整理により、土地利用の高度化や道路環境改善を実施

【事業概要】

計画地： 沖縄市東部地域

整備面積： 約９５ha

整備方式： 出島方式

【特 徴】

沖縄県最大級の

「約９００mの人工ビーチ」を整備

土地区画整理事業（中の町・安慶田地区）

交通結節点
予定エリア

中の町地区
土地区画整理事業

至 那覇市

至

う
る
ま
市

至 名護市

(c) NTTインフラネットの
地図を加工して作成

N

ミュージックタウン

安慶田地区
土地区画整理事業

中の町地区土地区画整理事業
（計画人口：330人）

安慶田地区土地区画整理事業
（計画人口：1100人）
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沖縄アリーナ23

85

至 那覇市

至 名護市

至

北
谷
町

85

嘉手納

基地

イオンモール
沖縄ライカム

N

ロウワ―・プラザ住宅地区 東部海浜開発事業（潮乃森）

 キャンプ瑞慶覧跡地の利用計画を推進中

出典:沖縄市提供資料

出典:沖縄市提供資料

出典:沖縄市HP
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５．対象地域のポテンシャル

（３）胡屋地区の商店街の動向

⃝ 胡屋地区の一番街商店街では、空き店舗のリノベーションによる飲食店等の進出が進んでおり、営業店舗数は増加傾向
⃝ 商店街エリアでは定期的な地域イベントの実施等の賑わい創出に向けた取り組みも実施

胡屋地区の営業店舗数の推移

≪地域別営業店舗数≫

 対象地域となっている胡屋地区では、営業店舗数が増加傾向

空き店舗のリノベーション

532 545

644 659
628 632

683 699

809

712
680

300

400

500

600

700

800

900

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02

(店舗数) 胡屋地域 諸見地域 コザ十字路地域

出典：沖縄市提供資料

営業店舗数は
増加傾向

胡屋十字路

胡屋地区

諸見地区

コザ十字路周辺地区

N

中心市街地部※

※沖縄市中心市街地活性化計画より

地域イベントの開催

 誘客促進の支援事業も多く行われており、一番街やパークアベニュー通り等では定
期的に地域イベントが開催されている

 空き店舗を活用し飲食店等が進出

▼一番街商店街での誘客イベント例 ▼パークアベニュー通りでの誘客イベント例

一番街商店街
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６．課題・ポテンシャルを踏まえた目指すべき方向性
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６．課題・ポテンシャルを踏まえた目指すべき方向性

• 沖縄市を含む中部地域の人口伸び率は県内トップ

• 沖縄こどもの国・エイサーイベント・戦後文化等の観光・
文化資源を多数保有

• スポーツ・音楽等のイベントを多数開催

• 周辺での区画整理事業や観光資源開発事業による人
口・観光客増により、今後更なる賑わいが期待

• 商店街周辺では、飲食店等のリノベーションが推進され
ており、営業店舗数も増加傾向

• 胡屋バス停はバス路線が集中しており、県内では12位の
利用者数

• 循環バスも運行されている

対象地域の現状・ポテンシャル

公共交通網

人口動態

観光・文化

開発状況

商業

• 県内のバスの利用率は低い状況
• 乗り継ぎの利便性が低く、待合環境も不十分

• 沖縄市中心部では国道330号等の幹線道路で容量超
過による渋滞発生

• 国道330号では停車中バスの本線車両阻害が発生
• 乱横断による人対車両事故や追突事故が発生

• 商店街では現状歩行者や人の滞在が少ない状況
• 周辺の集客施設から商店街エリアへの立ち寄りも少な
い状況

• 台風に加えて、津波・火災等のリスクもある中、住民・来訪
者の避難誘導や復興支援の拠点となる交通施設はない
状況

交通

交流

防災

課題

⃝ 地域の現状・課題等踏まえ、交通結節点機能強化の目指すべき方向性（案）について整理

目指すべき方向性（案）

①円滑で快適な公共交通の実現による公共交通への利用転換の促進
 運行ルート・便数の見直し
 基幹バスによる日常移動の利便性向上（バスレーンの延伸等）
 基幹・高速・コミュニティバスの停留所の集約による乗換の円滑化
 隣接する商店街と連携した魅力的なバス待ち環境の整備

②交通円滑化、安全な道路環境の確保
 自家用車から基幹バスへの転換による自家用車への依存軽減と道路ネッ
トワークの効果向上（交通手段及び交通需要分担率の適正化）

 バスターミナル整備により、国道330号のバス乗降による交通阻害を減少

交
通
機
能

防
災
機
能

交
流
機
能

⑤災害時の一時避難・情報発信・被災者支援のための拠点整備
 来訪者や近隣住民の一時避難所機能の整備、防災情報提供機能の整備
 支援のための人を運ぶバスの発着拠点整備

③周辺拠点間移動の利便性向上による周遊促進やバス利用者の一番街
（商店街）への誘導による、地域の賑わいを創出

 周辺の拠点と胡屋（商店街）を連絡するシャトルバスの導入
 近距離移動を支援する新たなモビリティの導入（電動キックボード等）
 立寄りたくなるような魅力的な商店街の創出（イベント等）

④戦後文化・音楽等の様々な文化資源（チャンプルー文化）を活かした、来訪
者や地域住民が交流できる空間創出により、地域の賑わいを創出

 広場空間やアーバンデザインセンターの整備
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７．今後の進め方

⃝ 施設や設備の配置・規模・事業手法等について検討をするため、交通結節点の想定利用者（主要ターゲット）を設定。

⃝ 想定利用者（主要ターゲット）の問題点・ニーズを把握するため、アンケート調査を実施。

（１）今後の検討について（想定利用者（主要ターゲット）の設定とアンケート調査）

目的

アンケート
概要

沖縄市居住者や市外から沖縄市への来訪者を対象に、問題点・ニーズ等を把握

WEB・郵送によるアンケート手法

沖縄市
市内
利用者

市外
来訪者

沖縄市来訪時に
バスを利用してい

るか？ 便利になれば
利用したい

便利になっても
利用しない

日常的に利用

たまに利用

なぜ利用していないか？ 何があると利用するか？

どうすればもっと利用するか？

No

Yes

胡屋バス停を利
用しているか？

便利になれば
利用したい

便利になっても
利用しない

日常的に利用

たまに利用

なぜ利用していないか？ 何があると利用するか？

どうすればもっと利用するか？

No

Yes

何があるとより便利か？

何があるとより便利か？

なぜ利用していないか？ 何があると利用するか？

なぜ利用していないか？ 何があると利用するか？
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想定利用者（主要ターゲット） 問題点・ニーズ



７．今後の進め方

通勤通学

• 沖縄市⇔那覇、うるま市等へ
の通勤・通学している方

通勤通学者の公共交通利便性の
向上によるバス利用者の増加
① 沖縄市から主な就業地 (那覇市) ま
で〇〇分で到着

② 乗継のための徒歩移動なし
③ 乗継時間〇〇分以内
④ 移動の途中で子供を保育園に預ける
ことができる

⑤ 夜間でもタクシー利用可能

買い物

• 自宅 (沖縄市内)
⇔胡屋バス停⇔中の町サン
エー・ライカム

通院

• 自宅 (沖縄市内)
⇔胡屋バス停⇔主な病院

① 沖縄市から主な就業地 (那覇市) ま
で〇〇分で到着

② 乗継のための徒歩移動が発生
③ 乗継時間〇〇分以内
④ 保育園・幼稚園に預けるために、通勤
ルートと合わず時間がかかる

⑤ タクシープールが近くにないため、タクシ
ーを捕まえにくい

⑥ バス停利用の前後で胡屋地区への立
ち寄りはほとんどなし (約●割)

買い物移動における公共交通利便
性向上によるバス利用者の増加
① 主な居住地(〇〇)から主な商業施
設 (中の町サンエーやライカム)まで〇
〇分で到着

② 乗継のための徒歩移動なし
③ 乗継時間〇〇分以内
④ 子供と一緒でも安心して移動可能

① 主な居住地 (〇〇) から主な商業施
設(中の町サンエーやライカム)まで〇〇
分で到着

② 乗継のための徒歩移動が発生
③ 乗継時間〇〇分以内
④ 子供と一緒だと安心して移動できない
（トイレやおむつ交換場所がない等）

⑤ バス停利用の前後で胡屋地区への立
ち寄りはほとんどなし (約●割)

通院における公共交通利便性向上
によるバス利用者の増加
① 沖縄市から主な病院 (県立中部病
院、中部徳洲会病院) まで乗継のた
めの徒歩移動なし

② 乗継時間〇〇分以内

① 乗継のための徒歩移動が発生
② 乗継時間〇〇分
③ バス停利用の前後で胡屋地区への立
ち寄りはほとんどなし (約●割)

主なアンケート対象者

移動目的 移動パターン

目指す姿（案）

現状

⃝ 具体の施策検討が可能となるように設計するために、アンケートは移動目的別に目指す姿に対する現状や問題点・ニーズを詳細に把握

市外来訪者

• 市外からの沖縄市への来訪
者（観光、レジャー、スポーツ
観戦、買い物、仕事等）

通勤・通学者の商店街への
立ち寄りによる賑わい活性
① 立ち寄り者数の増加

買い物客の商店街への
立ち寄りによる賑わい活性
① 立ち寄り者数の増加

市外からの来訪者の
周遊活性による賑わい創出
① 立ち寄り者数の増加

通院移動者の商店街への
立ち寄りによる賑わい活性
① 立ち寄り者数の増加

アンケート調査内容（調査結果イメージ）

問題点・ニーズ

自宅 (〇〇団地) から基幹バス（胡屋）
までの移動手段がない、又は時間がかかる

コミバス停留所から胡屋バス停まで徒歩移
動が発生し、乗継が面倒である

保育園・幼稚園に預けるために、通勤ルー
トや時間帯が合わず負担が大きい

夜間に帰宅した際、帰りの交通手段がなく
タクシーを利用しているがタクシーが捕まらな
く困ることがある

自宅 (〇〇団地) から基幹バス（胡屋）
までの移動手段がない、又は時間がかかる

胡屋からライカムまでのバスは迂回及びすべ
てのバス停に停車するため、時間がかかる

コミバス停留所からライカム方面バス停留所
まで徒歩移動が発生し、乗継が面倒である

胡屋からライカムまでのバスは乗継のための
待機場所でトイレやおむつ交換場所がない
ため不安である

イベント後の余韻に浸りながら飲食や買い物を
楽しめる施設・店舗があれば立ち寄りたい

割引サービス等イベント参加者への特典等が
あれば立ち寄ってみたい

観光帰りに沖縄市の名物 (タコス等) を味わ
える飲食店やお土産を買えるアンテナショップ等
があれば立ち寄りたい

病院までのシャトルバスが運行しているが、
居住地や現状の主なバス停 (胡屋等) か
ら離れているため、バス乗り継ぎのための徒
歩移動が発生し、乗継が面倒である

市外から沖縄市来訪時における公
共交通利便性向上によるバス利用
者の増加
① 主な居住地 (那覇市やうるま市) から
主な拠点（アリーナやこどもの国等）
まで〇〇分で到着

② 乗継なしでいけるが、胡屋への立ち寄
りも可能

① 主な居住地(那覇市やうるま市)から主
な拠点（アリーナやこどもの国等）まで
〇〇分で到着

② 乗継のための徒歩移動が発生
③ 胡屋地区を経由しないため、立ち寄り
が困難

④ 沖縄市来訪時の胡屋地区への立ち寄
りはほとんどなし (約●割) 45

（１）今後の検討について（アンケート調査内容）



７．今後の進め方

※見直しや追加検討がある場合、必要に応
じて各回議題や開催回を追加

⃝ 今後、検討会を通して関係者間で協議・情報共有しつつ、検討を深度化していく予定

■検討会議題（案）

第1回
検討会

（R6.10.24）

・

設
立
趣
意
、
規
約
（
案
）
等

・

バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
及
び
本
検
討
会
の
位
置
付
け

・

事
業
候
補
箇
所
の
現
状
と
課
題
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

・

交
通
の
現
状
と
課
題

・

課
題
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
踏
ま
え
た
目
指
す
べ
き
方
向
性

第●回
検討会

・

課
題
・

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
踏
ま
え
た
基
本
目
標

・

交
通
結
節
点
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の
検
討
（
交
通
機
能
・
防
災
機
能

・
交
流
機
能
）

第●回
検討会

・

交
通
結
節
点
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の
検
討
（
交
通
機
能
・
防
災
機
能

・
交
流
機
能
）

第●回
検討会

・
対
象
範
囲
、
配
置
イ
メ
ー
ジ
、
整
備
役
割
分
担
（
案
）
の
検
討

第●回
検討会

・

沖
縄
市
胡
屋
・
中
央
地
区
交
通
結
節
点
整
備
方
針
お
よ
び
整
備
イ
メ

ー
ジ
の
策
定

交
通
結
節
点
事
業
計
画

公
表

整備方針策定

第●回～
検討会

・

交
通
結
節
点
事
業
計
画
の
策
定

・

役
割
分
担
の
策
定

・

管
理
・
運
営
手
法
の
事
業
区
分

・

区
域
・

施
設
配
置

・

整
備
効
果
の
考
え
方
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（２）検討会スケジュール・議題案



質問文 回答形式 選択肢 回答対象

現在お住いの市町村を教えてください 単一回答 ※沖縄県市区町村＋県外[自由欄：○○県]

胡屋バス停・ミュージックタウンバス停の利用状況について教えてください

aの選択肢ご

とにｂを単一

回答

【a】利用目的

1.通勤・通学

2.買い物

3.通院

4.娯楽・レジャー

【b】利用頻度

1.ほぼ毎日（週に4 日以上）

2.週に1～3 回程度

3.月に1～3 回程度

4.半年に1 回程度

5.ほとんど利用しない

選択1を沖縄市内で回答

観光目的で沖縄市に訪れたことはありますか 単一回答
1.あり

2.なし
選択1を沖縄市外で回答

いつ頃来訪したか教えてください 単一回答

1.1週間以内

2.1ヶ月以内

3.3ヶ月以内

4.半年以内

5.1年以内

6.1年以上前

選択2をありで回答

＜アンケート構成（精査中）＞

分類 設問番号

選択1

選択3

以下、スクリーニングで下記の通り回答した方を対象に聴取

選択1：沖縄市内在住　⇒市民アンケートへ

選択1：沖縄市外在住＋選択2：観光目的で来訪経験あり　⇒観光客アンケートへ

選択4

スクリーニング

選択2

資料4-4



質問文 回答形式 選択肢 回答対象分類 設問番号

バスを利用した際の主な目的地を教えてください 単一回答 ※沖縄県市区町村＋沖縄市[自由欄：○○地区]

バスに乗車する前・降車した後の主な移動手段を教えてください

aの選択肢ご

とにｂを単一

回答

【a】前後

1.乗車前

2.降車後

【b】移動手段

1.徒歩

2.自転車

3.自動車

4.その他

バスを利用した際の主な目的地を教えてください

※複数ある場合は最も頻度の高い場所を教えてください
単一回答 ※沖縄県市区町村＋沖縄市[具体の目的地：○○]

バスに乗車する前・降車した後の主な移動手段を教えてください

aの選択肢ご

とにｂを単一

回答

【a】前後

1.乗車前

2.降車後

【b】移動手段

1.徒歩

2.自転車

3.自動車

4.その他

バスを利用した際の主な目的地を教えてください

※複数ある場合は最も頻度の高い場所を教えてください
単一回答 ※沖縄県市区町村＋沖縄市[具体の目的地：○○]

バスに乗車する前・降車した後の主な移動手段を教えてください

aの選択肢ご

とにｂを単一

回答

【a】前後

1.乗車前

2.降車後

【b】移動手段

1.徒歩

2.自転車

3.自動車

4.その他

バスを利用した際の主な目的地を教えてください

※複数ある場合は最も頻度の高い場所を教えてください
単一回答 ※沖縄県市区町村＋沖縄市[具体の目的地：○○]

バスに乗車する前・降車した後の主な移動手段を教えてください

aの選択肢ご

とにｂを単一

回答

【a】前後

1.乗車前

2.降車後

【b】移動手段

1.徒歩

2.自転車

3.自動車

4.その他

移動状況把握

選択2で利用有

選択2で利用有

選択2で利用有

選択2で利用有娯楽・レジャー

Q7

Q8

Q5

Q4

買い物

通院

Q1

Q6

Q3

Q2

①市民アンケート

通勤・通学



質問文 回答形式 選択肢 回答対象分類 設問番号

Q1～8での利用の際の胡屋地区商店街の立ち寄り状況を教えてください

aの選択肢ご

とにｂを単一

回答

【a】利用目的

1.通勤・通学

2.買い物

3.通院

4.娯楽・レジャー

【b】立ち寄り頻度

1.ほぼ毎回立ち寄る

2.たまに立ち寄る

3.ほとんど立ち寄らない

選択2で利用有

商店街に立ち寄った目的を教えてください 複数回答

1.買い物

2.飲食

3.休憩

4.イベント

5.その他（自由欄：　）

Q9で利用あり

商店街に立ち寄らなかった理由を教えてください 複数回答

1.興味のある小売店がなかったため

2.興味のある飲食店がなかったため

3.広場・ベンチ等休憩できる場所がなかったため

4.便利な移動手段が手段がなかったため

5.体への負担が少なく楽に移動できる手段がなかったため

6.商店街に何があるかわからなかったため

7.居心地のよい空間ではなかったため

8.商店街とバス停が離れていたため

9.時間が無かったため

10.その他　 [自由欄：　　　　　　　　　　]

Q9で利用なし

中心市街地部（胡屋地区）がどのように変われば、より一層立ち寄りた

いと思いますか
複数回答

1.魅力的な飲食店が増える

2.魅力的な小売店が増える

3.広場・ベンチ等の休憩施設が増える

4.景観が良くなる

5.商店街の情報発信が増える

6.魅力的なイベントが増える

7.その他具体意見[自由欄： ]

胡屋地区周辺について、どのような交通環境・サービスがあればより一層

商店街エリアを周遊してみたいと思いますか
複数回答

1.シェアサイクルの導入

2.電動車椅子・シニアカー等のシェアサービス

3.回遊しやすい歩行者・自転車空間

4.バス停と商店街の近接化

5.快適なバス待ち環境

6.バス利用者への割引サービス

7.その他サービス（自由欄：　　）※電動キックボード等

バスを普段利用しない理由について教えてください 複数回答

1.自宅付近にバス停が無いため

2.乗り継ぎが不便なため

3.移動時間がかかるため

4.バス停での待ち時間が長いため

5.バス乗車時や待っている際の体の負担が大きいため

6.利用すべき路線・バス停がわかりづらい・わからないため

7.バス乗車前・降車後に利用できる便利な移動手段がないため

8.その他（自由欄：　　　）

選択2で利用なし

商店街への立ち寄り状況把握

ニーズ把握

選択2で利用有

Q11

Q12

Q13

Q14

Q9

Q10



質問文 回答形式 選択肢 回答対象分類 設問番号

バスの利用環境について、どのような施策があれば普段からより一層バスを

利用したいと思いますか
複数回答

1.市外～沖縄市間を結ぶバスの速達性向上

2.市外～沖縄市間を結ぶバスの高頻度化・ダイヤ調整

3.路線バス・循環バスのバス停集約（乗り継ぎ時の移動時間短縮）

4.循環バスの増線・バス停整備

5.循環バスの高頻度化・ダイヤ調整

6.循環バスの定期券・回数券・1日乗車券の販売

7.バス停付近でのシェアサイクルの導入

8.市内での移動手段の案内・情報提供

9.快適な待合空間の整備

10.乗降場・待合空間のバリアフリー化

11.「現金・オキカ以外の支払い方法の導入

12.その他サービス（自由欄：　　）

ニーズ把握

Q15



質問文 回答形式 選択肢 回答対象分類 設問番号

来訪した施設について教えてください 複数回答

1.胡屋地区商店街

2.イオンモール沖縄ライカム

3.沖縄こどもの国

4.プラザハウス

5.東南植物楽園

6.アメリカンビレッジ

7.沖縄市内その他施設　 [施設名称：　　　　　]

周遊する際利用した主な移動手段について教えてください 複数回答

1.自動車

2.路線バス

3.沖縄市循環バス

4.観光バス・シャトルバス

5.自転車

6.徒歩

7.タクシー

8.その他　 [自由欄：　　　　　　　　　　]

バスを利用しなかった理由について教えてください 複数回答

1.行きたい目的地付近にバス停が無いため

2.乗り継ぎが不便なため

3.移動時間がかかるため

4.バス停での待ち時間が長いため

5.バス乗車時や待っている際の体の負担が大きいため

6.利用すべき路線・バス停がわかりづらい・わからないため

7.バス乗車前・降車後に利用できる便利な移動手段がないため

8.複数箇所周遊する際不便なため

9.その他（自由欄：　　　）

Q2をバス以外で回答

来訪した際商店街に立ち寄りましたか 単一回答
1.立ち寄りあり

2.立ち寄りなし

商店街に立ち寄った目的を教えてください 複数回答

1.買い物

2.飲食

3.休憩

4.イベント

5.その他（自由欄：　）

Q4で立ち寄りあり

商店街に立ち寄らなかった理由を教えてください 複数回答

1.興味のある小売店がなかったため

2.興味のある飲食店がなかったため

3.広場・ベンチ等休憩できる場所がなかったため

4.便利な移動手段が手段がなかったため

5.体への負担が少なく楽に移動できる手段がなかったため

6.商店街に何があるかわからなかったため

7.居心地のよい空間ではなかったため

8.商店街とバス停が離れていたため

9.時間が無かったため

10.その他　 [自由欄：　　　　　　　　　　]

Q4で立ち寄りなし

②観光客アンケート

商店街への立ち寄り状況把握

移動状況把握

Q1

Q3

Q4

Q5

Q6

Q2



質問文 回答形式 選択肢 回答対象分類 設問番号

中心市街地部（胡屋地区）がどのように変われば、より一層立ち寄りた

いと思いますか
複数回答

1.魅力的な飲食店が増える

2.魅力的な小売店が増える

3.広場・ベンチ等の休憩施設が増える

4.景観が良くなる

5.商店街の情報発信が増える

6.魅力的なイベントが増える

7.その他具体意見[自由欄： ]

選択2で利用有

胡屋地区周辺について、どのような交通環境・サービスがあれば商店街エ

リアを周遊してみたいと思いますか
複数回答

1.シェアサイクルの導入

2.電動車椅子・シニアカー等のシェアサービス

3.回遊しやすい歩行者・自転車空間

4.バス停と商店街の近接化

5.快適なバス待ち環境

6.バス利用者への割引サービス

7.その他サービス（自由欄：　　）※電動キックボード等

バスの利用環境について、どのような施策があれば普段からより一層バスを

利用したいと思いますか
複数回答

1.市外～沖縄市間を結ぶバスの速達性向上

2.市外～沖縄市間を結ぶバスの高頻度化・ダイヤ調整

3.路線バス・循環バスのバス停集約（乗り継ぎ時の移動時間短縮）

4.循環バスの増線・バス停整備

5.循環バスの高頻度化・ダイヤ調整

6.循環バスの定期券・回数券・1日乗車券の販売

7.バス停付近でのシェアサイクルの導入

8.市内での移動手段の案内・情報提供

9.快適な待合空間の整備

10.乗降場・待合空間のバリアフリー化

11.その他サービス（自由欄：　　）

Q9

ニーズ把握

Q8

Q7


	04_（資料4-1）沖縄市交通拠点まちづくりの検討について.pdf
	03_沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会の取り組み_v12.pdf
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10



